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厳
原
町
小
浦
地
区
に
建
設
さ
れ
て
い
た
小

浦
ダ
ム
が
こ
の
ほ
ど
完
成
し
、
10
月
26
日
、

竣
工
記
念
式
典
が
現
地
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
ダ
ム
の
完
成
に
よ
り
、
小
浦
地
区
の

住
民
が
永
年
悩
ま
さ
れ
て
き
た
川
の
氾
濫
を

未
然
に
防
ぎ
、
ま
た
、
地
区
人
口
の
急
速
な

増
加
に
よ
る
渇
水
期
の
深
刻
な
水
不
足
の
解

消
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
午
前
10
時
よ
り
開
始
さ
れ
た
竣
工
式
に
は
、

松
村
市
長
及
び
金
子
知
事
を
は
じ
め
国
・
県

・
市
の
関
係
者
、
地
元
地
権
者
な
ど
約
50
名

が
出
席
。
記
念
植
樹
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
な
ど

が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
厳
原
北
小
学
校
の
児
童

55
名
が
ソ
ー
ラ
ン
節
の
演
技
と
エ
ー
デ
ル
ワ

イ
ス
な
ど
２
曲
を
演
奏
し
ま
し
た
。

　
セ
レ
モ
ニ
ー
の
最
後
に
は
、
出
席
者
全
員

で
ダ
ム
天
端
道
路
の
通
り
初
め
を
行
い
、
完

成
を
祝
い
ま
し
た
。

　
対
馬
市
関
係
の
千
四
百
名
余
り
の
戦
没
者

の
方
々
を
追
悼
し
、
永
遠
の
平
和
へ
の
決
意

を
新
た
に
す
る
平
成
17
年
度
対
馬
市
戦
没
者

追
悼
式
が
、
10
月
28
日
、
豊
玉
総
合
運
動
公

園
体
育
館
で
厳
か
に
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
会
場
に
は
、
市
内
の
各
町
か
ら
遺
族
や
来

賓
ら
４
０
０
名
を
超
え
る
方
が
参
列
し
、
献

花
台
に
花
を
添
え
て
戦
没
者
の
冥
福
を
祈
り
、

平
和
へ
の
誓
い
を
新
た
に
し
ま
し
た
。
　

　室町時代に国王使節として日本へ派遣され、仏教聖典

の伝達や両国の文化交流に貢献し、対馬と朝鮮国との「通

交貿易」に関する条約の締結に大きな功績を残した通信

史「李芸」の功績を記す石碑が、日韓両国の有識者らで

組織する対馬韓国先賢顕彰会（日本側会長：永留久恵

氏）により峰町佐賀の円通寺境内に建立されました。

　11月21日、功績碑の除幕式が行われ、日韓両国の関

係者およそ140名が参加。改めて李芸の功績を讃え、両

国の今後の友好を誓いました。

小
浦
ダ
ム
が
完
成
！�

水
害
を
防
ぎ
、水
不
足
の
解
消
に

小浦ダムの概要�
○形式：重力式コンクリートダム　○堤高：28.5ｍ
○堤頂長：98ｍ　○総貯水量：40万㎥　○総事業費60億円
○周回道路：約1.8km

記念植樹�ダムの天端道路の通り初めを行う参加者�

�

ソーラン節を披露する厳原北小学校の児童達�

�

今
日
の
繁
栄
平
和
の
礎
と
な
っ
た

戦
没
者
の
ご
冥
福
を
祈
る

い
し
ず
え

　
平
成
17
年
度

　
対
馬
市
戦
没
者
追
悼
式

て
ん　
ば

朝鮮通信使「李芸」の功績碑建立される�
�

円通寺境内（峰町佐賀）　　対馬韓国先賢顕彰会
り　　げい

り　げい

お
ご
そ
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阿
比
留
明
夫
会
長�

同
窓
生
の
皆
さ
ん�

米
倉
源
藏
校
長�

　
長
崎
県
立
対
馬
高
等
学
校
の
創

立
１
０
０
周
年
を
祝
う
記
念
式
展

が
、
11
月
５
日
同
校
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
式
典
会
場
の
体
育
館
に

は
、
米
倉
源
藏
校
長
を
は
じ
め
学

校
関
係
者
、
記
念
行
事
実
行
委
員

会
、
長
崎
県
知
事
、
来
賓
等
と
共

に
同
窓
生
も
多
数
集
ま
り
、
１
０

０
年
の
歴
史
に
思
い
を
馳
せ
ま
し

た
。

　
同
校
は
、
明
治
38
年
に
上
下
県

郡
総
町
村
立
対
馬
中
学
校
と
し
て

開
校
。
そ
の
後
、
明
治
41
年
に
設

立
さ
れ
た
私
立
対
馬
女
学
校
を
前

身
と
す
る
県
立
対
馬
女
子
高
等
学

校
と
昭
和
23
年
に
統
合
し
誕
生
し
ま
し
た
。

現
在
ま
で
に
２
万
１
千
名
を
超
え
る
卒
業
生

を
送
り
出
し
て
い
ま
す
。

　
午
前
９
時
50
分
よ
り
始
ま
っ
た
式
典
で
は
、

校
長
式
辞
に
続
き
、
県
知
事
及
び
実
行
委
員

会
の
阿
比
留
明
夫
会
長
が
挨
拶
を
行
い
ま
し

た
。
挨
拶
の
中
で
阿
比
留
会
長
は
「
対
高
生

と
い
う
誇
り
を
一
生
胸
に
秘
め
て
、
個
性
豊

か
な
人
物
に
成
長
し
て
く
だ
さ
い
」
と
在
校

生
を
激
励
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
在
校
生
が
ヒ
ッ
ト
曲
の
「
島
人

ぬ
宝
」
（
し

ま
ん
ち
ゅ
ぬ

た
か
ら
）
を

記
念
合
唱
。

対
馬
へ
の
愛

情
を
歌
詞
に

込
め
て
歌
う

在
校
生
達
の

心
の
こ
も
っ

た
歌
声
に
、

多
く
の
列
席

者
が
感
動
し

て
い
ま
し
た
。

創立100周年を祝う! 対馬高校　

対
馬
高
校
の
新
た
な
シ
ン
ボ
ル
に
！

　
　
〜
創
立
100
周
年
記
念
像
が
贈
ら
れ
る
〜

生徒会より花束を贈られる�
記念像制作者の小代さん�
�
�

感謝の言葉を述べる�
生徒会長の古藤恵利さん�
�

　
対
馬
高
校
の
玄
関
前
に
、こ
の
ほ
ど
高
さ

約
２
・
３
ｍ（
台
座
を
含
め
る
と
約
４
・
５

ｍ
）
の
精
悍
な
男
性
像
が
お
目
見
え
し
ま
し

た
。
こ
の
像
は
、
創
立
百
周
年
記
念
事
業
実

行
委
員
会
よ
り
、
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て

贈
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　
像
の
制
作
者
は
日
展
の
嘱
託
作
家
で
あ
る

小
代
猛
さ
ん
（
64
歳
）
で
、
昭
和
40
年
か
ら

５
年
間
、
加
志
々
中
学
校
な
ど
で
教
壇
に
立

つ
な
ど
対
馬
と
の
ゆ
か
り
の
深
い
方
で
す
。

約
１
年
８
ヶ
月
の
制
作
期
間
を
経
て
完
成
し

ま
し
た
。

　
こ
の
像
は
、
大
地
に
根
ざ
し
て
成
長
し
て

ゆ
く
若
者
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
も
の
で
、
右
手

に
は
校
歌
の
歌
詞
で
あ
る
「
高
き
理
想
を
」

を
表
現
し
、
握
り
し
め
た
拳
は
力
強
さ
、
意

志
、
決
意
を
表
現
し
て
い
ま
す
。

　
生
徒
、
職
員
を
は
じ
め
同
窓
会
代
表
者
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
な
ど
総
勢
１
０
０
名
が
見
守
る

中
、
10
月
27
日
に
行
わ
れ
た
除
幕
式
で
は
、

実
行
委
員
会
の
阿
比
留
会
長
が
「
こ
の
像
と

心
を
つ
な
ぎ
あ
っ
て
素
晴
ら
し
い
学
生
生
活

を
送
っ
て
下
さ
い
」
と
挨
拶
。
生
徒
を
代
表

し
て
、生
徒
会
長
の
古
藤
恵
利
さ
ん
は
、「
素

晴
ら
し
い
記
念
像
を
作
っ
て
い
た
だ
き
、
在

校
生
と
し
て
本
当
に
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

私
た
ち
対
高

生
も
こ
の
像

の
よ
う
に
、

力
強
く
、
堂

々
と
生
き
て

い
き
た
い
と

思
い
ま
す
」

と
感
謝
を
述

べ
ま
し
た
。

し
ょ
う
だ
い
た
け
し
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平
成
17
年
度
の
税
務
署
長
納
税

表
彰
及
び
感
謝
状
贈
呈
式
が
11
月

10
日
、
厳
原
町
で
開
催
さ
れ
、
多

年
に
わ
た
る
申
告
納
税
制
度
の
普

及
、
発
展
並
び
に
納
税
思
想
の
向

上
に
功
績
を
あ
げ
た
と
し
て
、
厳

原
税
務
署
長
よ
り
次
の
方
５
名
に

対
し
表
彰
状
、
感
謝
状
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

【
税
務
署
長
納
税
表
彰
受
賞
者
】

〇
坂
本
好
徳

　
（
厳
原:

社
団
法
人
対
馬
法
人

　
　
会
青
年
部
会
長
）

〇
長
野
忠
一

（
美
津
島:

厳
原
税
務
署
管
内
税

　
　
務
連
絡
協
議
会
長)

【
税
務
署
長
感
謝
状
受
贈
者
】

〇
太
田
妙
子

（
厳
原:

社
団
法
人
対
馬
法
人
会

　
　
女
性
部
会
長)

〇
対
馬
市
美
津
島
町
有
線
テ
レ
ビ

【
青
色
申
告
制
度
施
行
五
十
五
周
　

年
記
念
税
務
署
長
感
謝
状
受
贈
者
】�

○
長
岡
豊
明

（
豊
玉:
対
馬
市
商
工
会
豊
玉
支

　
　
所
長
　
経
営
指
導
員
）

　
ま
た
、
団
体
の
活
動
を
通
じ
て

納
税
意
識
の
高
揚
に
功
績
が
あ
っ

た
と
し
て
、
豊
玉
の
齋
藤
利
光

（
社
団
法
人
対
馬
法
人
会
副
会
長
、

社
団
法
人
長
崎
県
法
人
会
連
合
会

理
事
、
豊
玉
町
青
色
申
告
会
長
）

さ
ん
が
、
平
成
17
年
度
福
岡
国
税

局
長
納
税
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

◎
厳
原
税
務
署
長
納
税
表
彰�

�

◎
福
岡
国
税
局
長
納
税
表
彰�

�

納
　
税
　
表
　
彰�

納
　
税
　
表
　
彰�

＝西川史子　健康を語る＝�
　　　　　　　　　　文化講演会

　
平
成
17
年
度
の
税
に
関
す
る
作

文
の
入
選
作
が
厳
原
税
務
署
か
ら

発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
税
務
署
管
内
の
受
賞
者
の
中

で
、
最
高
賞
を
受
賞
し
た
の
は
厳

原
中
学
校
１
年
の
一
宮
聡
恵
さ
ん
。

家
族
と
の
会
話
の
中
か
ら
国
民
の

義
務
で
あ
る
税
金
の
必
要
性
に
つ

い
て
綴
っ
た
「
大
切
な
税
金
」
で
、

全
国
入
選
と
な
る
大
蔵
財
務
協
会

理
事
長
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
そ
の
他
、
主
な
受
賞
者
は
次
の

と
お
り
で
す
。
（
敬
称
略
）

【
中
学
生
の
作
文
】

▽
県
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
長
賞

　
◎
税
に
つ
い
て
　

　
　
平
間
美
香
（
久
田
中
３
年
）

▽
厳
原
税
務
署
長
賞

　
◎
税
金
の
大
切
さ

　
　
黒
岩
　
輝
（
厳
原
中
３
年
）

▽
対
馬
市
長
賞

　
◎
税
金
を
見
直
し
て

　
　
Z
冨
　
瞳
（
豊
中
３
年
）

【
高
校
生
の
作
文
】�

▽
県
租
税
教
育
推
進
協
議
会
代
表

　
幹
事
賞

　
◎
税
に
つ
い
て

　
平
間
裕
太
郎（
対
馬
高
校
３
年
）

▽
厳
原
税
務
署
長
賞

　
◎
私
達
の
税
金

　
山
崎
　
陽（
上
対
馬
高
校
１
年
）

　
◎
未
来
の
税
に
つ
い
て

　
小
松
絵
美
香（
対
馬
高
校
２
年
）

▽
長
崎
県
地
方
局
長
賞

　
◎
税
と
未
来
の
日
本
社
会

　
川
本
優
委（
上
対
馬
高
校
２
年
）

※
応
募
状
況（
厳
原
税
務
署
管
内
）

○
中
学
生
の
作
文

（
学
校
数
16
校
、作
品
数
３
４
７
偏
）

◎
高
校
生
の
作
文

（
学
校
数
３
校
、作
品
数
３
４
８
編
）

　
テ
レ
ビ
等
で
お
な
じ
み
の
医
師

西
川
史
子
さ
ん
に
よ
る
文
化
講
演

会
「
女
医
が
語
る
お
も
し
ろ
健
康

講
話
」
が
、
11
月
３
日
、
厳
原
町

で
開
催
さ
れ
、
主
婦
を
中
心
に
約

１
５
０
名
が
受
講
し
ま
し
た
。

　
こ
の
講
演
会
は
、
税
を
考
え
る

週
間
行
事
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ

た
も
の
で
、
主
催
し
た
の
は
税
を

通
し
て
社
会
の
健
全
な
発
展
に
貢

献
し
よ
う
と
す
る
社
団
法
人
対
馬

法
人
会
で
す
。

　
医
師
に
な
っ
て
10
年
と
い
う
西

川
さ
ん
は
、
神
奈
川
県
出
身
で
平

成
８
年
に
は
ミ
ス
日
本
を
受
賞
し

た
経
歴
を
も
っ
て
い
ま
す
。
対
馬

に
来
た
の
は
初
め
て
と
い
う
こ
と

で
、
「
と
て
も
自
然
が
豊
か
で
、

き
れ
い
な
と
こ
ろ
で
す
ね
」
と
印

象
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

　
講
演
で
は
、
医
師
と
し
て
の
幅

広
い
知
識
と
経
験
か
ら
、
長
生
き

す
る
秘
訣
や
、
ダ
イ
エ
ッ
ト
の
コ

ツ
、
医
療
ミ
ス
に
遭
わ
な
い
た
め

の
秘
訣
等
を
、
時
折
笑
い
話
を
交

え
な
が
ら
講
演
さ
れ
ま
し
た
。

一
宮
聡
恵
さ
ん（
厳
原
中
１
年
）�

齋藤利光さん�

表彰された方々�

税
に
関
す
る
作
文
で�

　
　
全
国
入
選
　�

�

あや　　こ�



◎
長
崎
県
農
業
賞
◎

　
同
大
会
の
中
で
、
地
域
の
特
性

を
活
か
し
た
創
意
と
工
夫
に
よ
り

魅
力
あ
る
経
営
活
動
等
に
取
り
組

ん
で
い
る
農
業
者
に
贈
ら
れ
る
長

崎
県
農
業
賞
受
賞
者
が
発
表
さ
れ
、

上
県
町
の
大
石
憲
一
さ
ん
が
長
崎

県
農
業
賞
（
経
営
体
部
門
）
で
県

知
事
賞
を
、
峰
町
の
大
石
勝
彦
さ

ん
が
対
馬
地
域
農
業
振
興
協
議
会

長
賞
を
そ
れ
ぞ
れ
獲
得
し
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。

○
長
崎
県
農
業
賞（
経
営
体
部
門
）

　
県
知
事
賞�

大
石
憲
一
さ
ん（
上
県
町
…
36
歳
）

受
賞
概
要
…
水
稲
栽
培
の
大
型
機

械
化
体
系
の
確
立
、
徹
底
し
た
省

力
化
対
策
の
実
施
な
ど
。

�

○
対
馬
地
域
農
業
振
興
協
議
会
長

　
賞�

大
石
勝
彦
さ
ん
（
峰
町
…
50
歳
）

受
賞
概
要
…
夏
場
の
生
し
い
た
け

栽
培
確
立
や
、
古
ほ
だ
木
の
有
効

活
用
等
の
実
施
な
ど
。
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　11月10日、対馬地域農業振興協議会の主催

による平成17年度対馬地域農林業活性化大会

が豊玉町の対馬市公会堂で開催され、市内の

各地から認定農業者をはじめ農林業者約200

名が参加。直売所を主体とした地産地消によ

る対馬農林業の活性化をテーマに、島内の直

売活動にかかる問題点等を学びました。

　対馬地域では農家の減少、高齢化が進行す

る中、女性農業者を中心に直売所による地産

地消の取り組みが盛んになってきていますが、

品揃えや品質管理等多くの問題点を抱えてい

ます。

　大会では直売所の品質管理と今後のあり方

について、農業関連で多くの業績を持つマー

ケティング・プロデューサーの平岡豊氏（農

学博士）による講演が行われ、参加者は真剣

に耳を傾けていました。

直
売
所
を
主
体
と
し
た
地

産
地
消
に
よ
る
対
馬
農
林

業
の
活
性
化
へ
向
け
て

大
石
憲
一
さ
ん
…
県
知
事
賞�

大
石
勝
彦
さ
ん
…
対
馬
地
域
農
業
振
興
協
議
会
長
賞
に
輝
く
！�

�

長 崎
県

農業表
彰長 崎
県

農業表
彰
対
馬
地
域
農
林
業
活
性
化
大
会�

大石憲一さん（左）と大石勝彦さん（右）�

全体集会の様子�

授
業「
買
い
物
を
し
よ
う
」で�

英
語
で
買
い
物
を
す
る
児
童
達�

小
学
生
が
「M

ay I help
 yo

u?

」�
     

英
語
活
動
研
究
発
表
会
　
厳
原
北
小
学
校�
�

　
小
学
校
に
お
け
る
英
語
活
動
の

研
究
・
実
践
に
取
り
組
ん
で
き
た

厳
原
北
小
学
校
（
波
田
ミ
ヤ
子
校

長
）
で
11
月
11
日
、
こ
れ
ま
で
の

活
動
の
成
果
を
報
告
す
る
研
究
発

表
会
が
同
校
で
開
か
れ
、
県
及
び

市
教
育
委
員
会
、
島
内
外
の
教
師

ら
60
名
余
り
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
同
校
は
平
成
15
年
度
に
県
の
ト

ラ
イ
・
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
・
ス
ク

ー
ル
事
業
の
実
践
校
と
し
て
指
定

を
受
け
、
以
来
「
覚
え
る
英
語
」

で
は
な
く
ゲ
ー
ム
や
遊
び
の
要
素

を
取
り
入
れ
て
「
い
つ
の
間
に
か

自
然
と
身
に
付
い
て
し
ま
う
英

語
」
と
な
る
よ
う
に
工
夫
し
た
指

導
を
行
っ
て
き
た
そ
う
で
す
。

　
発
表
会
で
は
、
全
校
生
徒
が
一

堂
に
会
し
英
語
の
歌
を
歌
っ
た
り

簡
単
な
ゲ
ー
ム
を
楽
し
む
全
体
集

会
や
英
語
学
習
の
授
業
が
公
開
さ

れ
ま
し
た
。

　
小
学
３
年
生
の
授
業
「
買
い
物

を
し
よ
う
」
で
は
、
児
童
達
が
店

員
役
と
お
客
役
に
そ
れ
ぞ
れ
別

れ「M
ay

I
h

elp
y

o
u

?

（
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
せ
）」「I'll

tak
e

th
is

(

こ
れ
く
だ
さ
い)

」
と
い
っ
た
基

本
的
な
英
会
話
を
実
践
し
て
い
ま

し
た
。
ど
の
児
童
も
と
て
も
楽
し

そ
う
に
授
業
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

　
公
開
授
業
の
後
、
参
加
者
に
よ

る
研
究
協
議
が
行
わ
れ
、
小
学
校

に
お
け
る
英
語
学
習
で
の
問
題
点

や
今
後
の
授
業
に
お
け
る
改
善
点

な
ど
が
熱
心
に
話
し
合
わ
れ
ま
し

た
。
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　海上保安部は11月１日の「灯台記念日」に、海の安全を守

る航路標識の灯火監視協力者として航行援助業務に協力した

３名に感謝状を贈りました。（敬称略）

　●対馬海上保安部長表彰 �

　　灯火監視協力者　橘　　照吉（銭島灯標）�

　●第七管区海上保安本部長表彰 �

　　灯火監視協力者　大山　敬光（竹敷港樽ヶ浜灯台）

　　灯火監視協力者　小島　勝善（久根浜港東防波堤灯台）

　今年の灯台記念日は、明治元年から137周年を迎えます。

日本国における西洋技術を用いた灯台の建設は、明治元年の

神奈川県横須賀市の観音崎灯台に始まり、灯台業務の開始を

記念するため、同灯台起工日である明治元年11月１日にちな

んで11月１日を「灯台記念日」と定めています。

　海上保安庁が実施した「第６回未来に残そう青い海・図画コンクール」
で受賞者の発表が行われました。
　対馬からは、小学校低学年の部に135点、高学年の部に155点、中学生の
部に69点の応募がありました。どの作品も普段身近に接している対馬の海
に対する愛情が感じられます。
　この中で、最高賞を受賞したのは峰町の西小学校３年の松尾拓朗くん。
「海からゴミが無くなるように!!」という気持ちで描いたそうです。

　
11
月
10
日
、
対
馬
海
上
保
安
部
で
、
人

命
救
助
表
彰
が
行
わ
れ
、
10
月
14
日
に
美

津
島
町
黒
島
灯
台
の
北
東
約
４
㎞
沖
で
火

災
を
起
こ
し
た
漁
船
の
船
長
を
協
力
し
て

救
助
し
た
と
し
て
、
美
津
島
町
根
緒
の
栗

屋
弘
明
さ
ん
（
45
歳
）
と
同
町
�
知
の
斉

藤
達
哉
さ
ん
（
33
歳
）
が
、
本
部
長
表
彰

を
受
け
ま
し
た
。

　
ま
た
、
11
月
15
日
に
は
、
美
津
島
町
漁

協
東
海
支
所
で
、
10
月
29
日
に
厳
原
町
耶

良
崎
灯
台
の
南
東
約
12
㎞
沖
で
火
災
を
起

こ
し
た
漁
船
の
船
長
を
救
助
し
た
美
津
島

町
賀
谷
の
西
田
一
正
さ
ん
（
46
歳
）
が
本

部
長
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

小島勝善さん（中央左）と大山敬光さん（中央右）�

表彰を受ける橘照吉さん�

�

灯
台
記
念
日
表
彰

灯
台
記
念
日
表
彰
　
灯
火
監
視
協
力
者
へ
感
謝
状

灯
火
監
視
協
力
者
へ
感
謝
状

灯
台
記
念
日
表
彰
　
灯
火
監
視
協
力
者
へ
感
謝
状

対馬海上保安部より表彰を受けた�
栗屋さん（中央左）と斉藤さん（中央右）�
�

同じく表彰を�
受けた西田さん�
�

松尾君の受賞作品�

松尾拓朗くん（第７管区海上保安本部佳作）受賞！�
�

火災漁船の人命救助者に表彰状

未来に残そう青い海・図画コンクール

火災漁船の人命救助者に表彰状

未来に残そう青い海・図画コンクール

　その他の主な結果�
●海上保安協会厳原支部長賞　�
　小学校低学年の部　３年　溝 井 沙 季さん（鶏鳴小）
　小学校高学年の部　４年　原口茉佑子さん（鶏鳴小）
　中学校の部　　　　２年　長　　尚佳さん（久田中）�
●海上保安協会比田勝支部長賞　�
　小学校低学年の部　１年　三宅　　優くん（豊小）
　小学校高学年の部　５年　Z冨　　健くん（豊小）
　中学校の部　　　　３年　村 瀬 光 輔くん（西部中）

てるよし

たかみつ

かつよし



　
県
下
の
体
育
指
導
委
員
及
び
社
会
体
育
関
係
者

ら
２
３
５
名
が
参
加
し
、
11
月
19
日
、
20
日
の
２

日
間
、
対
馬
市
を
会
場
に
平
成
17
年
度
第
43
回
長

崎
県
体
育
指
導
委
員
研
究
大
会
が
開
か
れ
、
地
域

に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
つ
い
て
研
究
協
議
を

行
い
ま
し
た
。

　
今
回
の
大
会
で
は
、
「
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
人

づ
く
り
の
推
進
」
〜
統
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
を
考
え
よ
う
〜
を
テ
ー
マ
に
講
演
会
や
事
例
発

表
等
が
行
わ
れ
、
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

○
長
崎
県
体
育
指
導
委
員
協
議
会
表
彰

　
大
会
の
中
で
地
域
ス
ポ
ー
ツ
の
功
労
者
へ
の
表

彰
式
が
行
わ
れ
、
対
馬
市
か
ら
は
八
坂
円
三
さ
ん

（
峰
町
）
及
び
黒
岩
到
さ
ん
（
美
津
島
町
）
の
両

名
へ
、
平
成
17
年
度
長
崎
県
体
育
指
導
委
員
協
議

会
表
彰
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
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11
月
10
日
、
上
対
馬
町
の
比
田

勝
小
学
校
体
育
館
で
対
馬
市
民
球

団
「
対
馬
ま
さ
か
り
ド
リ
ー
ム

ス
」
の
村
田
兆
治
監
督
に
よ
る
課

外
授
業
が
行
わ
れ
、
上
対
馬
町
内

の
小
中
学
生
ら
約
50
名
が
参
加
し

ま
し
た
。

　
午
後
４
時
半
か
ら
始
め
ら
れ
た

授
業
で
は
、
練
習
前
の
ス
ト
レ
ッ

チ
、
ボ
ー
ル
の
ス
ロ
ー
イ
ン
グ
や

バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
な
ど
の
基
本
的
な

技
術
が
指
導
さ
れ
ま
し
た
。

　
子
ど
も
達
は
丁
寧
に
教
え
て
く

れ
る
監
督
に
目
を
輝
か
せ
な
が
ら
、

授
業
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

　
授
業
に
参
加
し
た
一
人
、
上
対

馬
北
斗
ク
ラ
ブ
の
キ
ャ
プ
テ
ン
緒

方
裕
樹
く
ん
（
比
田
勝
中
２
年
）

は
、
「
監
督
に
素
振
り
が
う
ま
い

と
褒
め
ら
れ
ま
し
た
。
優
し
く
指

導
し
て
も
ら
い
感
激
で
す
」
と
語

っ
て
い
ま
し
た
。

◎
交
流
会
で
市
民
と
語
ら
う

　
授
業
の
後
、
場
所
を
国
民
宿
舎

上
対
馬
荘
に
移
し
、
一
般
市
民
と

の
交
流
会
が
午
後
７
時
半
よ
り
開

か
れ
ま
し
た
。
多
く
の
参
加
者
が

監
督
と
記
念
写
真
を
撮
っ
た
り
、

野
球
談
義
に
花
を
咲
か
せ
て
い
ま

し
た
。

監
督
は
優
し
く
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
フ
ォ
ー
ム
を
指
導
さ
れ

る
緒
方
裕
樹
く
ん�

　■申込・問合せ先
　　対馬市民球団実行委員会事務局（対馬市政策部　政策企画課内）
　　〒817-0022　対馬市厳原町国分1441
　　TEL：0920-53-6111（内線444、443、442）
　　FAX：0920-53-6112　　E-mail　kikakuka@city-tsushima.jp

　対馬市の市民球団『対馬まさかりドリームス』の活動を応援する
ため、市民有志の皆さんにより「対馬市民球団実行委員会」（齋藤
利光会長以下23名）が10月に組織され活動を開始しました。�

　実行委員会では、まさかりドリームスを応援してくれるサポーター
（会員）を募集しています。皆さまの参加をお持ちしています。�
■会　　費
　○一般会員　年間一口　1,000円
　○特別会員（企業・団体等）年間一口　10,000円
　○ジュニア会員（高校生以下）無料
　※入会いただくと会員証（会員バッチ付き）を発行。
　　そのほか会員にはイベント参加など特典が付いてきます。

商工会青年部美津島支部による海狼太鼓�
開会前のセレモニーで披露されました。�

長
崎
県
体
育
指
導
委
員

　
　
　
研
究
大
会

対馬市
民球団

実行委
員会�

子ども達に模範投球を披露する監督�

ま
る

み

い
た
る
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11
月
15
日
、
あ
そ
う
ベ
イ
パ
ー

ク
で
、
第
２
回
対
馬
市
老
人
ク
ラ

ブ
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
が
、
市

内
の
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
約
１
８
０

人
の
参
加
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
競
技
中
に
は
、
他
の
チ
ー
ム
の

打
数
が
気
に
な
る
の
か
、
審
判
員

の
ス
コ
ア
シ
ー
ト
を
覗
き
な
が

ら
「
あ
ー
負
け
と
る
、
が
ん
ば
ら

な
い
け
ん
」
と
か
「
○
○
さ
ん
ど

う
ね
、
私
は
全
然
だ
め
ば
い
」
と

会
話
も
弾
む
な
ど
、
会
員
同
士
の

交
流
が
深
ま
っ
た
大
会
で
し
た
。

▼
大
会
成
績

【
団
体
戦
】

①
福
寿
会
（
上
対
馬
）
②
長
命
会

（
上
対
馬
）
③
櫛
（
峰
）

【
個
人
戦
】

①
山
原
幸
夫（
上
対
馬
・
福
寿
会
）

②
大
浦
武
彦
（
厳
原
・
日
吉
台
）

③
吉
富
恵
美
子（
上
対
馬
・
大
浦
）

　対馬の歴史や文化、自然を外国の留学生に理解し
てもらおうと「外国人に親切な里づくり事業」が、
豊玉町で11月11日から３日間行われ、ウエスレヤ
ン大学の留学生18人（６カ国）が２泊３日のホーム
ステイをしました。
　この事業は、対馬市商工会豊玉支所が行っている
もので、留学生は受入先の７軒の家庭に分かれ、対
馬の生活、食文化などを体験したほか、浅茅湾巡り
では、タイやアジの養殖の餌やりも体験しました。
　また、万松院、対馬歴史民俗資料館も訪れ、貴重
な歴史的、文化的遺産等を学びました。

　10月29日、美津島町国際交流協会主催のハロ
ウィーンパーティINみつしまが実施されました。
　４回目を迎えた今年は、対馬や壱岐のＡＬＴ
11名と協力し、トリックオアトリート、お化け
屋敷、各種ミニゲーム、恒例のコスチュームコ
ンテストなどが行われました。
　参加者250名以上と例年以上の賑わいで、お
菓子をもらったり、ゲームやコンテストで景品
を獲得したり、子供から大人まで夢中になって
楽しんでいました。
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11
月
12
日
、
文
永
の
役
（
１
２

７
４
年
）
で
戦
死
し
た
対
馬
の
守

護
代
・
宗
助
国
と
家
臣
の
霊
を
ま

つ
る
小
茂
田
浜
神
社
で
、
恒
例
の

大
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
お
祭
り
は
、
元
寇
で
討
ち

死
に
し
た
武
士
の
慰
霊
と
と
も
に
、

蒙
古
軍
来
襲
の
歴
史
を
後
生
に
伝

え
る
た
め
に
毎
年
こ
の
日
に
開
催

さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
武
者
姿
の

氏
子
に
よ
る
み
こ
し
行
列
が
有
名

で
す
。

　
今
年
は
、
晴
天
に
恵
ま
れ
、
ま

た
土
曜
日
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

例
年
以
上
に
多
く
の
参
拝
客
で
賑

わ
い
ま
し
た
。

　
午
前
10
時
に
境
内
で
神
事
が
始

め
ら
れ
、
正
午
に
は
武
者
姿
の
氏

子
ら
に
よ
り
、
み
こ
し
が
海
岸
の

お
旅
所
ま
で
運
ば
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
勇
壮
な
姿
を
多
く
の
参
拝

者
が
カ
メ
ラ
に
納
め
て
い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
蒙
古
軍
が
攻
め
て
き

た
と
さ
れ
る
西
の
海
へ
向
け
て
弓

の
弦
を
鳴
ら
す
「
鳴
弦
の
儀
」
な

ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
境
内
で
は
、
名
物
の
「
だ

ん
つ
け
も
ち
」
を
は
じ
め
と
す
る

各
種
の
出
店
が
並
び
、
奉
納
相
撲

が
行
わ
れ
る
な
ど
、
子
ど
も
か
ら

お
年
寄
り
ま
で
お
祭
を
楽
し
ん
で

い
ま
し
た
。

小
茂
田
浜
神
社
大
祭�

�

奉納相撲の様子�

め
い
げ
ん



　10月20日に第17回女性消防操法大会が
横浜市で行われ、全国から47チームが参加
する中、長崎県代表として対馬市�知地区
婦人消防隊が参加しました。
　大会では、全国大会初参加の緊張からか、
春から毎週２回の訓練の成果が発揮できず、
67秒57のタイムで37位に終わりましたが、
参加した隊員は「この貴重な経験を対馬市
での消防活動に活かしたい」と防火の決意
を新たにしていました。

明治39年11月15日生まれで、今年99歳になら
れた森山次さんに対し、その長寿を祝福して、
対馬市から敬老祝金が贈られました。森山さん、
末永くお元気で！
◎「普段の生活は」…健康のために散歩するな
　ど、とても元気な方です。
◎「趣味・楽しみなこと」…テレビ（特に歌番
　組など）を見るのが楽しみだそうです。

　11月６日、長崎県松浦市で開催された第10回西九州親善
少年剣道大会の団体戦で、対馬代表として参加した厳原少
年剣道部が団体戦小学生の部で準優勝。また、中学男子の
部では３位入賞を果たしました。
　この大会には、長崎・佐賀の両県から小学生の部に58チ
ーム（対馬から２チーム）、中学生の部に40チーム（同３
チーム）が出場。各地での予選会を突破した強豪チームが
熱戦を繰り広げました。
　同剣道部は、この大会への出場は初めてとのこと。今後
のさらなる活躍が期待されます。

9 広報つしま  2005. 12

tsushima city community magazine

岡田憲明さん(厳原町豆酘)　�
�

　
10
月
30
日
、
厳
原
町
豆
酘
の
岡
田
憲
明
さ
ん
（
58
歳
）
が

自
宅
付
近
の
山
で
全
長
1
・
2
m
に
も
な
る
「
や
ま
い
も
」

を
掘
り
あ
げ
ま
し
た
。
重
さ
は
約
１
kg
。
地
中
か
ら
完
全
に

掘
り
出
す
ま
で
に
１
時
間
近
く
か
か
っ
た
そ
う
で
す
。
途
中

折
れ
た
り
せ
ず
に
き
れ
い
に
掘
れ
た
た
め
、
５
歳
に
な
る
孫

の
二
千
夏
ち
ゃ
ん
の
背
よ
り
高
く
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
は
、

家
族
で
お
い
し
く
食
べ
た
そ
う
で
す
。

孫より高い！やまいも（1.2m）でした。�
�

祝
白
寿
（
99
歳
）�

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す�

�

　
11
月
９
日
「
秋
の
火
災
予
防
運
動
」
の

初
日
、
豊
玉
町
で
仁
位
保
育
所
の
園
児
に

よ
る
防
火
パ
レ
ー
ド
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
消
防
車
を
先
頭
に
、
ハ
ッ
ピ
と
防
護
服

を
着
た
園
児
た
ち
が
仁
位
の
バ
ス
営
業
所

前
か
ら
豊
玉
支
所
ま
で
を
楽
器
を
演
奏
し

な
が
ら
元
気
よ
く
行
進
し
ま
し
た
。

　
園
児
た
ち
が
「
火
の
用
心
」
を
呼
び
か

け
る
と
、
駆
け
つ
け
た
保
護
者
、
沿
道
の

人
々
も
拍
手
と
笑
顔
で
応
え
ま
し
た
。

　
ま
た
同
日
、
峰
町
で
も
三
根
保
育
所
幼

年
消
防
ク
ラ
ブ
の
火
災
予
防
パ
レ
ー
ド
が

行
わ
れ
、
三
根
浜
か
ら
峰
支
所
ま
で
園
児

が
防
火
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

全国の女性消防操法大会に出場�
～　知地区婦人消防隊～�

�

豊
玉
・
峰
で�

園
児
が
防
火
パ
レ
ー
ド�

�

森山　次さん（上県町佐護）�
�

西九州親善少年剣道松浦大会で準優勝・３位入賞！ 厳原少年剣道部

つぎ�

掘
っ
た
や
ま
い
も
と
背
比
べ
す
る
孫
の
二
千
夏
ち
ゃ
ん�

豊玉町� 峰町�

に

ち

か
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　11月６日、豊玉総合運動

公園体育館（通称:パールド

ーム）で、第５回対馬ふれ

あいスポーツ大会が開催さ

れ、市内の身障者やその家

族など約５００名が参加し

ました。�

　大会では、ダンボール箱

を積んだ高さを競う「箱つ

み競争」や大きな玉を転が

してリレーする「ころがせ

タマちゃん」など５種目が

行われ、参加者の歓声が会

場にあふれていました。�

　�
１１
月
２
日
、
豊
玉
総
合
運
動
公
園
で
、（
財
）
長
崎
県

す
こ
や
か
長
寿
財
団
ら
の
主
催
に
よ
る
ペ
タ
ン
ク
交
流

対
馬
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。�

　
気
軽
に
で
き
る
高
齢
者
向
け
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
の

「
ペ
タ
ン
ク
」
の
普
及
を
図
ろ
う
と
開
催
さ
れ
た
も
の

で
、
大
会
に
は
島
内
の
各
地
か
ら
老
人
会
の
メ
ン
バ
ー

ら
約
１
１
０
名
余
り
が
参
加
。
さ
わ
や
か
な
秋
晴
れ
の

下
、
和
気
あ
い
あ
い
と
競
技
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。�

　１１月２０日、上県町体育館で対馬北地
区防犯協会主催の防犯少年柔道剣道大会が
開催され、柔道２チーム、剣道８チーム、
約１１０名の小中学生が出場しました。�
　午前１０時の試合開始と共に、学年別に
よる団体戦、個人戦が行なわれ、会場に詰
めかけた保護者からの大きな声援をうけて、
子供たちは精一杯競技していました。�

　
　
知
宮
前
を
ス
タ
ー
ト
し
て
国
道

を
周
回
す
る
コ
ー
ス
で
、
小
学
生
か

ら
一
般
ま
で
、
10
チ
ー
ム
が
参
加
し

ま
し
た
。

大
会
結
果（
敬
称
略
）

①
モ
ン
ブ
Ｒ
Ｕ
Ｎ
　

38
分
22
秒

②
寄
せ
集
め
　
　
　

40
分
04
秒

③
今
里
ジ
ュ
ニ
ア
陸
上
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
　
　
　
　
　
　
　
　
42
分
22
秒

《
区
間
賞
》

１
区（
2.2
km
）阿
比
留
勇
次
７
分
26
秒

２
区（
2.2
km
）田
中
淳
也
　
８
分
23
秒

３
区（
2.2
km
）永
嶋
建
一
郎
７
分
25
秒

４
区（
4.0
km
）土
肥
正
幸
　
12
分
06
秒

　
豆
酘
を
ス
タ
ー
ト
し
て
西
海
岸
を

回
り
上
見
坂
を
経
由
し
て
対
馬
市
役

所
前
ま
で
の
全
10
区
46
㎞
で
健
脚
を

競
い
ま
し
た
。

大
会
結
果（
敬
称
略
）�

《
地
区
別
》�

①
厳
原
地
区
　
　
２
時
間
58
分
８
秒

②
久
田
地
区
　
　
３
時
間
３
分
20
秒

《
団
体
別
》�

①
陸
上
自
衛
隊
　
２
時
間
４
分
29
秒

②
対
馬
高
校
野
球
部
Ａ
　

　
　
　
　
　
　
　
２
時
間
15
分
32
秒

《
区
間
賞
》

１
区（
5.6
㎞
）大
森
常
正
　
19
分
30
秒

２
区（
5.1
㎞
）日
高
久
朋
　
18
分
17
秒

３
区（
7.4
㎞
）阿
比
留
善
光
26
分
48
秒

４
区（
2.7
㎞
）津
江
大
介
　
８
分
42
秒

５
区（
3.6
㎞
）中
庭
広
康
　
11
分
26
秒

６
区（
2.0
㎞
）金
成
育
美
　
６
分
59
秒

７
区（
2.4
㎞
）阿
比
留
優
　
８
分
44
秒

８
区（
4.0
㎞
）日
高
善
治
　
15
分
58
秒

９
区（
5.0
㎞
）森
　
慎
二
　
19
分
19
秒

10
区（
8.2
㎞
）犬
塚
信
之
介
23
分
42
秒

�
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大会結果(団体戦のみ掲載）�
          柔道の部（小学４年以下）①玄武会Ｂ  ②健心会Ｂ  ③玄武会Ａ�
　　　　　　    （小学5,6年） 　①玄武会Ｂ  ②玄武会Ｃ  ③健心会Ａ�
　　    剣道の部（小学４年以下）①南陽  ②護道会  ③比田勝Ａ�
　　　　　　    （小学5,6年） 　①比田勝  ②豊Ｂ  ③南陽�
　　　　　　    （中　学　生）　①南陽Ａ ②佐護  ③比田勝Ａ�

肌
寒
い
季
節
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。�

今
年
も
11
月
6
日
に
、美
津
島
及
び�

厳
原
の
両
町
で
駅
伝
大
会
が�

開
催
さ
れ
ま
し
た
。�

第２回 ペタンク交流対馬大会�
�
第２回 ペタンク交流対馬大会�
�

～対馬ふれあいスポーツ大会～�～対馬ふれあいスポーツ大会～�

第26回みつしま駅伝大会�第26回みつしま駅伝大会�

第43回対馬市厳原町駅伝大会�第43回対馬市厳原町駅伝大会�



�

�

�

�

　県内最大の公募美術展である県展の移動展が、11月３日と11

月10日からのそれぞれ４日間、上対馬総合センター及び美津島文

化会館を会場に開催されました。対馬市においては平成13年度の

豊玉会場以来４年ぶりの開催となります。�

　対馬会場では、写真部門で見事県知事賞を獲得した江藤幸治さ

ん（上対馬町比田勝）による「チャガルチ市場の朝食」をはじめ、

日本画、洋画、彫刻、工芸、書、デザインの各部門で、厳正な審

査により選ばれた地元対馬からの作品を中心とした134点の作品

が展示されました。�

　この移動展には期間中、両会場合わせて延べ約1,300名が来場。

県内の出品者による豊かな感性が表現された素晴らしい美術作品

を鑑賞しました。�

������������������

　
11
月
13
日
、
厳
原
町
の
清
水
が

丘
グ
ラ
ン
ド
を
会
場
に
、
土
木
の

日
イ
ベ
ン
ト「
フ
ェ
ス
タ
in
対
馬
」

が
長
崎
県
建
設
業
協
会
対
馬
支
部

ら
の
主
催
に
よ
り
開
催
さ
れ
、
数

多
く
の
家
族
連
れ
で
終
日
賑
わ
い

ま
し
た
。�

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
各
種
の
土

木
事
業
が
地
域
社
会
に
果
た
し
て

い
る
役
割
を
よ
り
多
く
の
方
に
理

解
し
て
も
ら
お
う
と
土
木
の
日

（
11
月
18
日
）
に
ち
な
ん
で
開
催

さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
今
回
で
８

回
目
の
開
催
と
な
り
ま
す
。�

�������������������

　
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
建
設
機
械
の

試
乗
会
や
丸
太
切
り
大
会
、
完
成

し
た
ば
か
り
の
小
浦
ダ
ム
の
見
学

会
な
ど
が
行
わ
れ
、
参
加
し
た
多

く
の
市
民
が
土
木
工
事
に
興
味
や

親
し
み
を
感
じ
て
い
た
よ
う
で
す
。�

　
そ
の
他
に
も
、
建
設
機
械
を
使

っ
て
の
習
字
大
会
や
、
魚
の
つ
か

み
取
り
大
会
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
、

○
×
ク
イ
ズ
、
餅
ま
き
等
の
楽
し

い
イ
ベ
ン
ト
が
催
さ
れ
、
子
供
か

ら
大
人
ま
で
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
ん

で
い
ま
し
た
。�

　１１月２１日、上県町飼所地区で対馬北地区交通

安全協会の呼びかけにより、交通安全啓発活動の一

環として、高齢者在宅特別訪問が実施されました。�

　これは、年４回の街頭啓発だけではなく、普段あ

まり外出することのないお年寄り宅を訪問し、直接

交通安全を呼びかけるもので、同協会と上県町交通

安全母の会、対馬北警察署の関係者がパンフレット

や反射材などを配布しました。�

�
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土
木
の
日
イ
ベ
ン
ト

土
木
の
日
イ
ベ
ン
ト�

     

フ
ェ
ス
タ

フ
ェ
ス
タ
in
対
馬
賑
わ
う
！

対
馬
賑
わ
う
！�

�

土
木
の
日
イ
ベ
ン
ト�

     

フ
ェ
ス
タ
in
対
馬
賑
わ
う
！�

�
第５０回記念県展移動展�

建
設
機
械
に
親
し
む
子
ど
も�

お
習
字
大
会
の
様
子�

 

「
斜
め
の
線
を
上
手
に�

　  

書
く
の
に
皆
さ
ん
苦
労�

       

し
て
い
た
よ
う
で
し
た
」�

高齢者の交通事故を防げ�高齢者の交通事故を防げ�
～高齢者在宅特別訪問活動～
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　文化の日（１１月３日）に合わせ、各町で文化活動に取り組んでおられる方々の絵画・手工芸・写真・和
裁などの作品展や、舞踊、詩吟、郷土芸能、コーラス、バトン、ダンス、カラオケなどの芸能発表会が催さ
れ、多くの人が芸術の秋を楽しみました。�

上対馬町文化祭�
（上対馬総合センター）�

�

いきいき豊玉まつり�
（豊玉町文化会館、文化の郷）�

�
�

みつしま町文化まつり�
（美津島体育館）�

�
�

厳原町シルバー作品展・文化まつり�
（対馬ビジターセンター・厳原地区公民館）�

�
�
�

上県町文化まつり�
（上県町体育館）�

�
�

峰 町 文 化 祭 �
（シャインドームみね）�

芸術の秋、実りの秋を楽しむ　各町で文化発表会及び文化展�芸術の秋、実りの秋を楽しむ　各町で文化発表会及び文化展�
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　対馬独自の郷土芸能の保存・伝承を目的に、今回
で15回目となる対馬島郷土芸能発表大会が11月20

日、上対馬総合センターで開催されました。
　会場では、民俗芸能が町ごとに披露され、熱のこ
もった発表に観客から大きな拍手が贈られていまし
た。改めて対馬の伝統や文化のすばらしさを感じて
いたようです。

●上対馬町：「彦山権現」（写真①）鰐浦保存会
●上県町：「仮名手本忠臣蔵」（写真②）
　　　　　　　　　　　　　佐須奈の盆踊り保存会
●豊玉町：「卯麦の盆踊り」（写真③、④）
　　　　　　　　　　　　豊玉小学校盆踊り保存会
●峰町：「吉田の盆踊り」（写真⑤）吉田盆踊り保存会
●美津島町：「御所の車」（写真⑥）�知保存会
●厳原町：「四ッ竹踊り」（写真⑦）
　　　　　　　　曲郷土芸能保存会（子ども保存会）

　同日午後からは、対馬の民謡である正調しんき節
の第１３回全国大会と、第６回黒潮日本民謡選手権
大会が開催され、共に１２名が出場。審査の結果、
美津島町の小川亀代子さん（写真⑧）が、両種目で
優勝に輝きました。

●上県町少年の主張大会（11月13日：上県町体育館）�

　【優秀賞受賞者】�

　○小学校の部　内山敬志郎くん（佐護小6年）「自然の中で友達づくり」�

　○中学校の部　島居まみさん（佐護中2年）「自分に誇れる生き方を」�

　　　　〃　　　部原敏貴くん（久原中2年）「将来の夢」�

　○高校生の部　辻　奈央さん（上高１年、佐須奈中卒）「対馬の環境」�

●峰町少年の主張大会（11月6日：シャインドームみね）�

○小学校の部　最優秀賞：串　有華さん（東小6年）�

　　　　　　　優勝賞　：永留舞さん（西小6年）�

○中学校の部　最優秀賞：平山真衣さん（西部中2年）�

　　　　　　　優勝賞　：岩佐美沙紀さん（西部中3年）�

●豊玉町少年の意見発表会（11月5日：対馬市公会堂）�

○最優秀賞：鍵本貴大くん（加志々中2年）�

○優勝賞：原清澄くん（豊玉中2年）�

　
市
内
の
各
町
で
小
学
生
か
ら
高
校
生
ま
で
が
参
加
し
、
社
会
に
対

　
市
内
の
各
町
で
小
学
生
か
ら
高
校
生
ま
で
が
参
加
し
、
社
会
に
対�

す
る
希
望
、
未
来
へ
の
提
言
、
日
頃
社
会
や
生
活
の
中
で
思
っ
て
い

す
る
希
望
、
未
来
へ
の
提
言
、
日
頃
社
会
や
生
活
の
中
で
思
っ
て
い�

る
こ
と
、
考
え
て
い
る
こ
と
を
自
分
の
言
葉
で
主
張
し
ま
し
た

る
こ
と
、
考
え
て
い
る
こ
と
を
自
分
の
言
葉
で
主
張
し
ま
し
た
。�

　
市
内
の
各
町
で
小
学
生
か
ら
高
校
生
ま
で
が
参
加
し
、
社
会
に
対�

す
る
希
望
、
未
来
へ
の
提
言
、
日
頃
社
会
や
生
活
の
中
で
思
っ
て
い�

る
こ
と
、
考
え
て
い
る
こ
と
を
自
分
の
言
葉
で
主
張
し
ま
し
た
。�

第１３回正調しんき節全国大会第１３回正調しんき節全国大会�
第６回黒潮日本民謡選手権大会第６回黒潮日本民謡選手権大会�
第１３回正調しんき節全国大会�
第６回黒潮日本民謡選手権大会�

き よ こ

①②

③④

⑤⑥

⑦⑧



〔問い合せ先〕 �
峰保健福祉センター�
TEL0920-88-0001

ヘルスメイ
トコーナー

�
ヘルスメイ

トコーナー
�

ヘルスメイ
トコーナー

�

（食生活改
善推進員）

（食生活改
善推進員）�（食生活改
善推進員）

（食生活改
善推進員）�

（食生活改
善推進員）�

　峰支部では食生活改善普及月間（10月）にともない、峰支所管内の小中学
校3校で各学校のテーマにもとづき活動を行いました。�

各校のテーマ�

小中学生とヘルスメイトが、和気あいあいと楽しい時間を過ごしました。調理終了後、参加
者のアンケートから色々なご意見ご要望をいただきました。今後も地域の皆さんの声を聞
きながら活動を続けていきたいと思います。�

●西小学校西小学校  「体によいおやつづくり」「体によいおやつづくり」�●西小学校  「体によいおやつづくり」� ●西部中学校西部中学校  「簡単にできる手作りおやつ」「簡単にできる手作りおやつ」�●西部中学校  「簡単にできる手作りおやつ」�

●東部中学校●東部中学校 「郷土料理の伝承～せんだんご料理～」「郷土料理の伝承～せんだんご料理～」�●東部中学校 「郷土料理の伝承～せんだんご料理～」�

「ろくべえせぎ」でろくべえを作ってます。� 「せんちまき」の丸め方を習っています。� ろくべえの完成!!

豆腐入りしいたけシューマイ�豆腐入りしいたけシューマイ� 作り方�

　タマネギはみじん切り、豆腐は熱
　湯をくぐらせて水気を切っておく。

　ボールにひき肉を入れ、塩・こし
　ょうをし、卵と①を加え、よく混
　ぜ合わせる。�

　しいたけの傘の内側に片栗粉を薄
　くはたき、②を均等に詰める。�

　蒸し器で15分蒸す。�
（電子レンジで10分でも良い）�

　熱いうちにからし醤油かポン酢で
　食べる。       

１

２

４

５

３

しいたけ………�
豚ひき肉………�
豆腐…………�
タマネギ……�
卵……………�
片栗粉……………�
塩・こしょう……   

12個�
150g�

１／２丁�
１／４個�
１／２個�

適量�
適量�

峰町いなほ会  （峰町）�

材
料�

優良賞�

椎茸の肉厚のプリプリ感と�
ひき肉と豆腐のまろやかな�
歯ごたえがたまりません。�

ワン�
ポイント�

【
４
人
分
】�

（地場産品を使って作ってみませんか？！）�
対馬しいたけ料理コンクールの入選作品を紹介します。�
�

料 理 紹 介�
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１
日
＝
対
馬
市
議
会
臨
時
会

４
日
＝
県
漁
港
協
会
の
知
事
、

　
　
　
県
議
会
議
長
へ
の
要
望

　
　
　
活
動
（
長
崎
市
）

５
日
＝
対
馬
高
校
創
立
百
周
年

　
　
　
記
念
式
典

７
日
＝
再
開
発
ビ
ル
名
称
選
定

　
　
　
委
員
会

８
〜
11
日
＝
全
国
市
長
会
（
東

　
　
　
京
）

12
日
＝
対
馬
物
産
開
発
株
主
総

　
　
　
会

13
日
＝
２
０
０
５
土
木
の
日
イ

　
　
　
ベ
ン
ト

14
〜
17
日
＝
影
島
区
と
の
姉
妹

　
　
　
縁
組
締
結
式
、
蔚
州
郡

　
　
　
訪
問
（
韓
国
）

18
〜
20
日
＝
朝
鮮
通
信
使
縁
地

　
　
　
連
絡
協
議
会
大
垣
大
会

　
　
（
大
垣
市
）

21
日
＝
対
馬
振
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク

　
　
　
ト
東
京
会
議

22
日
＝
対
馬
市
議
会
百
条
調
査
特

　
　
　
別
委
員
会

24
日
＝
対
馬
市
議
会
臨
時
会
、
定

　
　
　
例
記
者
発
表

25
日
＝
百
条
調
査
関
係
監
査
報
告

29
日
＝
対
馬
市
議
会
臨
時
会

　
　
《
11
月
》

市
長
の
動
き�
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金　京一、辛　恩京�対馬釜山事務所�
キム　　　　キョン イル　　　　シン　　　　 ウン ギョン

　空が澄み切った日には、上対馬から釜山が、中でも「影島」(韓国語でヨンドと言う)がくっきりと見えます。余

りにも近くに見えるので、こちらで「おーい！」と呼んだら、「何だい」と答えが返って来そうなほどです。とい

うのは大げさでしょうか？�

　すぐそこ「影島」とは、対馬が6町だった1986年に姉妹縁組を結んで以来、様々な面で交流を行ってきました。�

「影島」の元々の名前は「絶影島」です。17世紀くらいまで馬を育てる放牧の島として知られ、特にその馬は一日

で千里を走るほど丈夫で、そして早いことから「千里馬」と言われたそうです。「影が馬についていけない」とい

うことで「絶影島」と名づけられました。その後、日本からは「牧の島」とも呼ばれたこともありましたが、現在

は「絶」の字は抜けて「影島」と呼ばれています。�

　「影島」は対馬との縁も深く、影島の馬が対馬側に送られたこともあるそうです。その上、最初の倭館が影島に

あったことが両地域の深いつながりを強く示しています。�

　去る11月16日、この影島（釜山広域市影島区）と対馬市との間の

姉妹縁組締結式がここ釜山で行われました。これは最初の締結から

ちょうど20年ぶりの再締結となりました。�

　対馬市からは市長をはじめ市議会議長や議員が、影島からは区庁

長を始めとする大勢の関係者が締結式に参加し、両地域の発展と繁

栄へ向けて、お互いの協力や親善交流ならびに友情を確固たるもの

にしてゆくことを約束しました。�

　姉妹縁組締結式に先立ち、松村市長らは対馬との関係がある文化遺産が多い蔚州を訪問しました。蔚州とは今年

の２月、文化遺産を通じた交流拡大に関する意向書を交わしています。ちなみに、広報の日韓交流の歴史に載って

いた「李芸」先生はこの蔚州の出身です。�

　市長一行の韓国訪問の際、釜山ではAPEC（アジア太平洋経済協力）の会議が開かれました。その行事の一環と

して16日、釜山の広安里海水浴場では大々的な花火大会がありました。8万発にものぼる花火が、1時間もの間夜

空に舞い続け、それを眺める人は100万人を超えたそうです。�

�

◎
12
月
1
日
付

　
　
　
　
※
（
　
）
内
は
旧
所
属

【
教
育
委
員
会
事
務
部
局
】

《
中
央
公
民
館
》
参
事
＝
御
手
洗

美
澄
（
生
涯
学
習
課
）
《
厳
原
地

区
公
民
館
》
主
事
＝
竹
内
亮
介

（
中
央
公
民
館
）

◎
12
月
11
日
付
　

【
市
長
事
務
部
局
】
　

《
福
祉
部
》
【
福
祉
課
】
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
日
吉
の
里
所
長
＝

大
石
邦
一
（
市
民
生
活
部
・
税
務

課
）
《
市
民
生
活
部
》【
税
務
課
】

参
事
兼
課
長
補
佐
＝
永
瀬
勝
也

（
豊
玉
支
所
・
住
民
生
活
課
）《
豊

玉
支
所
》
【
住
民
生
活
課
】
主
事

＝
小
宮
利
成
（
上
県
支
所
・
住
民

生
活
課
）
《
上
県
支
所
》
【
住
民

生
活
課
】
主
査
＝
原
田
和
良
（
上

県
支
所
・
健
康
福
祉
課
）
【
健
康

福
祉
課
】
主
事
＝
畑
島
洋
一
（
上

県
支
所
・
産
業
建
設
課
）《
退
職
》

平
間
利
明
（
福
祉
部
・
福
祉
課
・

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
日
吉
の
里

所
長
）

釜
山
広
域
市
影
島
区
と
の�

間
の
姉
妹
縁
組
締
結
式
に
て�

り　げい�

人
事
異
動�

人
事
異
動�
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　対馬市では、缶類、びん類、ペットボトル、白色�
トレイ、紙パック、段ボール、古紙の７品目を資源�
として収集し、リサイクルしています。�
　平成16年度は、約2,000トンを資源として再利用�
するために島外に搬出しています。�
　最近、分別されていないためにごみステーション�
に放置されたままのごみや可燃ごみの袋の中に不燃�
物が混入しているケースが見られます。�
　可燃ごみ、資源、不燃物が混じっている場合、缶�

やびんなどが資源になれないばかりでなく、分別に�
手間がかかったり、燃料を余分に使ったり、処理で�
きない不燃ごみを島外へ搬出することになり、皆さ�
んの貴重な税金を余計に使うことになります。�
　ごみの分別と資源ごみの�
回収は、ごみの減量化、資�
源の節約、地球温暖化防止�
のためだけでなく、対馬市�
の財政を助けることにもつ�
ながります。皆さんのご協�
力をお願いします。�

廃 棄 物 対 策 課 コ ー ナ ー �

ごみと資源の分別にご協力を�ごみと資源の分別にご協力を�ごみと資源の分別にご協力を�

次号はペットボトル、白色トレイ、紙パックについてご紹介します。�

■缶類、びん類の分別ルール�

　　　分別された缶類 →�
平成16年度は194トンを�
リサイクルしました。�

年末に向けてのお願い…年末はごみ、し尿の処理施設が混雑します。し尿の汲み取りは、早めにご依頼ください。�
　●ごみ処理施設の営業案内…一般ごみの搬入は 対馬クリーンセンター 12月29日の午後４時までです。�
�

缶　　　　　　　　　類� び　　　　ん　　　　類�

資源ごみとして出すもの�

アルミ缶、スチール缶�
お茶・炭酸・果汁・コーヒー・ビール�
スポーツドリンクなど飲料用の缶�

無色・茶色・その他の色のびん�
炭酸・果汁・調味料・スポーツドリン�
ク・焼酎（一升瓶以外）・栄養ドリン�
ク・ワイン・洋酒・酢などの飲料用・�
食用のびん�

不燃物として出すもの�

◎粉ミルク缶・お菓子缶・お茶缶�
◎果物・海苔・魚・肉類などの缶詰の�
　缶�

◎化粧品の容器�
◎乳白色（すりガラス）の容器�
◎油びん（ドレッシング・ラー油等）�
◎ビールびんよりも大きいびん�
◎割れたガラス容器�

特 に 注 意 す る こ と �

◎ 中味、異物（タバコなど）、を取り除き、中をすすいで、水切りをしてください。�
◎ キャップ（金属・プラスチック）やコルクなどの蓋ははずしてください。�
　（金属は不燃ごみ、プラスチック・コルクは可燃ごみに出してください）�
◎ 缶は缶、びんはびんで分けて入れてください。�

12月は、缶とびんについてご紹介します。�

今月から、分別を徹底するためルールを品目毎に�
分けて説明いたします。�

戸 籍 事 務 の 電 算 化 に 伴 う お 知 ら せ �

戸
籍
法
で
は
、戸
籍
事
務
の
電
算
化
を
す
れ
ば�

次
の
よ
う
に
取
扱
い
が
変
わ
り
ま
す
。�

①
名
称
が
変
わ
り
ま
す
。�

　
「
戸
籍
謄
本
」
は
「
全
部
事
項

　
証
明
書
」
に
、
「
戸
籍
抄
本
」

　
は
「
個
人
事
項
証
明
書
」
に
名

　
称
が
変
わ
り
ま
す
。�

②
様
式
が
変
わ
り
ま
す
。�

　
縦
書
き
の
文
章
形
式
か
ら
横
書

　
き
の
項
目
形
式
に
な
り
ま
す
。

　
数
字
も
漢
数
字
か
ら
算
用
数
字

　
に
変
わ
り
ま
す
。
用
紙
は
Ａ
４

　
サ
イ
ズ
で
、
偽
造
防
止
用
紙
に

　
変
わ
り
ま
す
。�

③
氏
名
の
文
字
が
変
わ
る
方

が
い
ま
す
。�

　
今
ま
で
、
戸
籍
に
記
載
さ
れ
て

　
い
た
氏
名
の
文
字
は
、
漢
和
辞

　
典
な
ど
に
な
い
文
字
も
使
用
さ

　
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な

　
文
字
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
化

　
す
る
際
に
は
常
用
漢
字
、
人
名

　
用
漢
字
、
そ
の
他
一
般
に
通
用

　
す
る
文
字
（
辞
書
に
載
っ
て
い

　
る
文
字
）
を
使
用
す
る
こ
と
に

　
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
為
辞
書

　
に
載
っ
て
い
な
い
文
字
が
氏
・

　
名
に
使
用
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、

　
辞
典
記
載
文
字
に
よ
っ
て
コ
ン

　
ピ
ュ
ー
タ
ー
登
録
さ
せ
て
い
た

　
だ
き
ま
す
。
こ
の
取
扱
い
は
、

　
戸
籍
の
表
記
上
の
取
扱
い
で
あ

　
っ
て
、
こ
れ
に
よ
っ
て
氏
又
は

　
名
の
変
更
が
さ
れ
る
も
の
で
は

　
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
印
鑑
登
録

　
な
ど
の
変
更
は
不
要
で
す
。
こ

　
の
よ
う
な
方
に
は
、
今
月
（
十

　
二
月
）
に
通
知
書
（
告
知
）
を

　
お
送
り
し
ま
す
の
で
ご
理
解
と

　
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。�

④
戸
籍
の
附
票
も
変
わ
り
ま
す
。�

　
「
戸
籍
の
附
票
」
は
、
戸
籍
に

　
記
録
さ
れ
て
い
る
人
の
住
所
を

　
記
載
し
た
も
の
で
す
。
コ
ン
ピ

　
ュ
ー
タ
ー
化
後
の
附
票
に
は
、

　
最
も
新
し
い
住
所
か
ら
記
載
さ

　
れ
、
そ
の
後
の
住
所
の
異
動
も

　
順
次
記
録
さ
れ
ま
す
。�

⑤
証
明
印
の
色
が
変
わ
り
ま
す
。�

　
今
ま
で
朱
色
の
公
印
だ
っ
た
の

　
が
黒
色
の
電
子
公
印
に
変
わ
り

　
ま
す
。�

⑥
証
明
書
の
料
金
に
変
更
は

　
あ
り
ま
せ
ん
。�

�

詳
し
く
は
市
民
課�

（
℡
５
３
‐
６
１
１
１
）�

も
し
く
は
最
寄
り
の�

支
所
・
出
張
所
　
戸
籍
担
当
窓
口

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。�

　
平
成
６
年
12
月
の
戸
籍
法
の
改
正
に
よ
り
、
対
馬
市
も
平
成�

18
年
１
月
23
日（
月
）か
ら
戸
籍
と
戸
籍
の
附
票
に
お
い
て
事
務

の
電
算
化
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
除
籍
と
改
製
原
戸
籍

も
平
成
18
年
４
月
か
ら
戸
籍
と
同
一
の
シ
ス
テ
ム
で
管
理
い
た

し
ま
す
。�
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■試 験 日　　平成18年１月22日（日）10時～（９：00から入室開始）�
■試験会場　　対馬市立豊玉中学校（対馬市豊玉町仁位500番地）�
■試験職種、採用予定数及び受験資格�

年
金
コ
ー
ナ
ー�

年
金
裁
定
請
求
書
の
事
前
送
付
の
お
知
ら
せ�

■
お
問
合
せ�

　
長
崎
社
会
保
険
事
務
局
長
崎
北
事
務
所�

　
℡
０
９
５
‐
８
６
１
‐
１
２
１
１�

　
ま
た
は
、
対
馬
市
各
支
所
住
民
生
活
課�

　
年
金
担
当
ま
で�

� 　
社
会
保
険
庁
で
は
、
平
成
17
年
10
月
よ
り
年
金

請
求
の
利
便
性
や
請
求
漏
れ
防
止
を
目
的
に
、
平

成
18
年
１
月
以
降
に
60
歳
又
は
65
歳
の
誕
生
日
を

迎
え
ら
れ
る
方
等
を
対
象
に
誕
生
月
の
３
ヶ
月
前

に
、
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
資
格
（
期
間
要
件
）

を
満
た
し
て
い
る
方
等
に
対
し
て
、
年
金
加
入
記

録
等
を
印
字
し
た
「
裁
定
請
求
書
（
年
金
の
請
求

書
）
」
や
「
裁
定
請
求
の
案
内
（
は
が
き
）
」
の

送
付
を
始
め
て
い
ま
す
。�

�

※
年
金
加
入
記
録
が
共
済
組
合
の
み
の
方
は
除
き

　
ま
す
。�

※
年
金
加
入
記
録
の
関
係
上
、
裁
定
請
求
書
が
送

　
ら
れ
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。
誕
生
月
の
２
ヶ

　
月
前
ま
で
に
到
着
し
て
い
な
い
方
に
つ
い
て
は

　
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。�

社
会
保
険
事
務
局
の
出
張
相
談
の
お
知
ら
せ�

◎
平
成
18
年
１
月
17
日（
火
）�

　
９
時
か
ら
15
時
ま
で
　
厳
原
地
区
公
民
館�

◎
平
成
18
年
１
月
18
日（
水
）�

　
10
時
か
ら
15
時
ま
で
　
美
津
島
支
所
別
館
２
階�

（高校卒業程度）�平 成 　 年 度 対 馬 市 消 防 吏 員 採 用 試 験 案 内 �17

※また次の各号のいずれかに該当する者は受験できません。�
　①日本国籍を有しない者�
　②地方公務員法第１６条に該当する者�
　　・成年被後見人又は被保佐人�
　　・禁錮以上の刑に処せられ、その執行を終わるまで又はその執行を受けることがなくなるまでの者�
　　・対馬市職員（合併前の各町、総町村組合、一部事務組合等職員を含む。）として懲戒免職の処分�
　　　を受け、当該処分の日から２年を経過しない者�
　　・日本国憲法施行の日以後において、日本国憲法又はその下に成立した政府を暴力で破壊すること�
　　　を主張する政党その他の団体を結成し、又はこれに加入した者�

試 験 区 分 �試 験 職 種 �職 務 内 容 �採用予定数� 受　　　験　　　資　　　格�

昭和56年４月２日から昭和63年４月１日までに生ま�
れた者で高校卒業程度の学力を有し、通勤可能な者�高校卒業程度� 消防吏員�

受　付　時　間�

消防業務� 若干名�

■受付期間　　平成17年12月６日（火）から平成18年１月５日（木）まで�
■受験手続及び受付期間�

●平成17年12月６日（火）から平成18年１月５日（木）の９時から17時まで。�
　※ただし、土曜、日曜、祝日、12／29（木）～1／3（火）は受付けません。�
●郵送の場合は、平成18年１月５日必着とします。�

申込用紙請求先�
●対馬市消防本部総務課または消防署各出張所�
●郵便で請求する際は、封筒の表に「職員採用試験申込用紙請求」と朱書し、80円切手を�
　貼ったあて先明記の返信用封筒を必ず同封してください。�

試験の申込方法�
及び申込上の注意�

●申込用紙には必要事項を記入し、対馬市消防本部総務課へ提出のうえ、受験票を受け取�
　ってください。�
　※申込書の受付は、対馬市消防本部総務課で行います。消防署各出張所では受付を行い�
　　ませんのでご注意下さい。�
●申込書を郵送される方は、封書（簡易書留扱い）により、対馬市消防本部総務課（対馬�
　市厳原町桟原52―2)宛に提出下さい。�
　なお、郵便はがき欄にあて先を明記し、50円切手を必ず貼ってください。�
●申込の際は、必ず申込書に写真を貼ってください。�
　写真は申込前６か月以内に、帽子をかぶらないで正面から上半身を撮影したもので、本�
　人とはっきりわかるもの（縦5.5cm、横4.5cm程度のもの）�
　※写真のない場合は受付けできません。�

■問合せ先　　対馬市消防本部総務課（担当：小田）�
　　　　　　　℡ 0920－52－0119　℻ 0920－52－1194　Email syoubou-tsushima.jp�
�
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児童扶養手当�
　児童扶養手当は、父と生計を同じくしていない児童の
生活の安定と自立の促進を寄与し、児童の福祉の増進を
図ることを目的とした手当です。�
�
●支給対象者�
　父と生計を同じくしていない18歳に達した最初の３
月31日までの間にある児童、または20歳未満の心身に
障害がある児童を監護している母、または母に代わって
養育している方に支給されます。ただし、老齢福祉年金
以外の公的年金を受給できる方には支給されません。�
●所得制限�
　所得が一定額以上あるとき、手当は支給されません。�
●手当の支払�
　手当は、市町村が認定請求書を受け付けた日の属する
月の翌月分から支給され、４月・８月・12月の３回（各
月とも11日、ただし、11日が金融機関の休業日にあた
る場合は、その直前の営業日）、支払月の前月までの分が
支払われます。�
●現況届�
　現況届は、受給者の前年の所得の状況と８月１日現在
の児童の養育の状況を確認するための届で、この届を提
出しないと、引き続いて受給資格があっても８月以降の
手当の支給を受けることができませんので必ず提出して
ください。なお、現況届が提出されず２年を経過します
と時効となり受給権を失いますので、ご注意ください。�
●手当額（全部支給の場合）�
　１人・・・・・・41,880円�
　２人目・・・・・5,000円加算�
　３人目以降・・・3,000円加算�
●受給請求権の時効�
　受給資格が発生し、５年以上請求を行わない場合は、
受給請求権が時効消滅いたします。�
●各種届�
　婚姻、住所、氏名、転出、死亡等で生活状況に変動が
あった場合は、各種届が必要ですので、速やかに提出し
てください。�

特別児童扶養手当�
特別児童扶養手当は、心身に障害がある児童の福祉の増
進を図ることを目的とした手当です。�
�
●支給対象者�
　手当を受けることができる人は、心身に中程度以上の
障害を有する20歳未満の児童を監護する父、母または
父母に代わって児童を養育している方に支給されます。
ただし、障害を事由に公的年金を受給できる児童、児童
福祉施設に入所している児童は対象になりません。�
●所得制限�
　所得が一定額以上あるとき、手当は支給されません。�
●手当の支払�
　手当は、市町村が認定請求書を受け付けた日の属する
月の翌月分から支給され、４月・８月・11月の３回（各
月とも11日、ただし、11日が郵便局の休業日にあたる
場合は、その直前の営業日）、支払月の前月までの分が郵
便局預金通帳への振り込みにより支払われます。�
●所得状況届�
　所得状況届は、受給者の前年の所得の状況と８月１日
現在の児童の養育の状況を確認するための届で、お住ま
いの市町村から通知します。この届を提出しないと、引
き続いて受給資格があっても８月以降の手当の支給を受
けることができませんので必ず提出してください。なお、
所得状況届が提出されず２年を経過しますと時効となり
受給権を失いますので、ご注意ください。�
●手当額�
　１級・・・50,900円　　２級・・・33,900円�
　※対象児童が２人以上の場合も同額加算。�
●各種届�
　住所、氏名、転出、死亡等で生活状況に変動があった
場合は、各種届が必要ですので、速やかに提出してくだ
さい。�
�
　■問い合わせ先�
　　各支所健康福祉課または福祉事務所福祉課�
　　℡0920－58－2294

※
投
票
日
当
日
、
投
票
で
き
な
い
見
込
み
の
方
は
、�

　
１
月
20
日
〜
２
月
４
日
ま
で
の
期
間
、
各
支
所
に�

　
設
置
す
る
期
日
前
投
票
所
で
期
日
前
投
票
を
す
る�

　
こ
と
が
で
き
ま
す
。
投
票
時
間
は
午
前
８
時
30
分�

　
〜
午
後
８
時
ま
で
の
予
定
で
す
。�

　
　
投
開
票
に
関
す
る
詳
し
い
こ
と
は
、
平
成
18
年�

　
１
月
号
の
「
広
報
　
つ
し
ま
」
に
掲
載
す
る
予
定�

　
で
す
。�

　
　
期
日
前
投
票
、
不
在
者
投
票
、
郵
便
投
票
等
に�

　
関
す
る
こ
と
は
、
左
記
ま
で
。�

投

票

日�

投
票
時
間�

告

示

日�

平
成
18
年
２
月
５
日（
日
）�

午
前
７
時
〜
午
後
６
時（
予
定
）�

平
成
18
年
１
月
19
日（
木
）�

■
問
い
合
わ
せ
先
　
対
馬
市
選
挙
管
理
委
員
会�

　
℡
０
９
２
０
‐
５
３
‐
６
１
１
１（
内
線
４
１
６
）�

児 童 扶 養 手 当 ・ 特 別 児 童 扶 養 手 当 制 度 の ご 案 内 �

　平成17年工業統計調査を12月31

日現在で行います。�

　調査の実施に当たっては、本年12

月から来年１月にかけて調査員がお

伺いします。�

　なお、調査票に記入していただい

た内容については、統計法に基づき

秘密が厳守されますので、正確なご

記入をお願いいたします。�

経済産業省・長崎県・対馬市�

統計調査にご協力ください�
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平 成 　 年 度 　 対 馬 市 立 幼 稚 園 　 入 園 児 募 集 ！ �18

　墓地の経営、変更又は廃止につい

て対馬市は、「対馬市墓地、埋葬等に

関する条例」を制定しており市民の

皆様は厳守する義務があり、無許可

で墓地を設置することはできません。�

　また、墓地の乱立、公衆衛生その

他公共の福祉を確保する見地から個

人墓地の経営は原則として認められ

ておりません。ただし、特にやむを

得ない事由があると認められた場合

はこの限りではありません。�

墓地の経営、変更又は廃止に�
ついては、市の許可が必要です。�

■問合せ先�

　各支所住民生活課　墓地担当�

　または、市民生活部市民課まで�

日　程�

11日（水）�

会　　　場�

上対馬町地域福祉センター�

申　　込　　先�

【対馬市社協　上対馬支所】�
電話：0920－86－3841

18日（水）�上県町地域福祉センター�
【対馬市社協　上 県 支 所】�
電話：0920－84－2168

25日（水）�峰町保健福祉センター�
【対馬市社協　峰　支　所】�
電話：0920－83－0294

■１月の無料法律相談�
　＜担当弁護士：大出夏海弁護士（対馬ひまわり基金法律事務所）＞�

日　程�

10日（火）�

会　　　場�

厳原地区公民館�

担 当 相 談 員�

村岡月子、山崎一宏、日高一夫�

阿比留義教、佐伯正發、佐伯繁�

阿比留朔、佐伯利之、永尾五助�

岡野利雄、阿比留義教、佐伯正發�

17日（火）�上県町地域福祉センター�

24日（火）� 厳原地区公民館�

31日（火）�上県町地域福祉センター�

※相談の時間は午後１時～午後４時�
※相談を希望される方は、必ず事前（前日の午後５時まで）に予約をお願いします。�

■１月の心配ごと相談�

■問合せ先…対馬市社会福祉協議会 地域福祉班 ℡0920－58－1432

※相談の時間は午前10時～午後３時30分�
※受付は当日会場で受け付けます。先着順で相談を受けます。�
※当日相談員が変更となる場合があります。ご了承下さい。�

■募集期間　平成17年12月１日（木）～平成18年１月13日（金）�
■申込方法　募集園及び下表の教育委員会各事務所に用意しております「入園申込書」及び「誓約書」に、�
　　　　　　必要事項を記入し、住民票を添付のうえ、教育委員会各事務所に提出ください。�
■そ の 他�
　・募集人員を超える場合は、抽選で入園者を決定します。�

　　抽 選 日…平成18年１月27日（金）�

　　抽選場所…各幼稚園�

　・抽選にもれた場合、定員に満たない他の園があれば、�

　　再度申し込むことができます。�

　　　再募集期間…平成18年２月６日（月）～�

　　　　　　　　　平成18年２月10日（金）�

　　　再募集の詳細については後日お知らせします。�

　　　・現在在園中の園児については申込の必要はありません。�

　　　・退園希望者については、各園に申し出ください。�

■募 集 園�
園　　名�

厳原幼稚園�

住　　　　　所�

厳原町今屋敷670番地�

電　話�

北幼稚園� 厳原町東里35番地の１�

久田幼稚園� 厳原町久田432番地�

豆酘幼稚園� 厳原町豆酘2286番地の４�

鶏鳴幼稚園� 美津島町 知乙588番地３�

比田勝幼稚園� 上対馬町比田勝720番地�

52－0134�

52－3306�

52－2843�

57－0740�

54－2366�

86－2238�

�■募集人員（各幼稚園とも）�
区　　分� 生　　年　　月　　日� 募集人員�

■入園料・保育料�

５歳児　　�
（１年保育）�

9,000円�

6,100円�

入園料�

保育料�

４歳児　　�
（２年保育）�

9,000円�

6,100円�

入園料�

保育料�

３歳児　　�
（３年保育）�

12,000円�

9,100円�

入園料�

保育料�
※入園料及び保育料については、国の基準単価�
　により改定されることもあります。�

５歳児（１年保育）�

４歳児（２年保育）�

３歳児（３年保育）�

平成12年４月２日～平成13年４月１日生�

平成13年４月２日～平成14年４月１日生�

平成14年４月２日～平成15年４月１日生�

35名�

35名�

20名�

52－1211�

54－2271�

58－1116�

83－0581�

84－2371�

86－3212

対馬市教育委員会厳原事務所�

対馬市教育委員会美津島事務所�

対馬市教育委員会豊玉事務所�

対馬市教育委員会峰事務所�

対馬市教育委員会上県事務所�

対馬市教育委員会本庁（上対馬事務所）�

■問い合わせ�
　対馬市教育委員会　学校教育課�
　℡0920－86－3212
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①
・
新
築
の
住
宅
は
（
共
同
住
宅
）
は
、
平
成
18
年
６
月
１
日
か
ら
設
置
が
必
要
で
す
。�

　
・
既
存
の
住
宅
は
（
共
同
住
宅
）
は
、
平
成
21
年
６
月
１
日
か
ら
設
置
が
必
要
で
す
。�

②
火
災
警
報
機
の
設
置
者
は
住
宅
等
関
係
者
の
あ
な
た
で
す
。�

③
住
宅
火
災
警
報
機
の
種
類�

　
・
煙
式
…
煙
を
感
知
し
て
警
報
音
を
発
し
ま
す
。�

　
・
電
池
タ
イ
プ
と
Ａ
Ｃ
１
０
０
Ｖ
タ
イ
プ
が
あ
り
ま
す
。�

④
設
置
場
所
は
！�

　
１ 

寝
室
　
２ 

階
段
　
３ 

台
所�

対馬の豊富な森林資源を活用し、原木しいたけ栽培を始めませんか？�
しいたけ栽培に必要な知識・技術を習得する研修会を、下記の日程で開催します。�
栽培に興味・意欲のある方であれば、どなたでも参加自由です。�
奮ってご参加ください。�

年末年始(12/30～1/3)の営業のお知らせ�

対
馬
の
木
の
家
の
良
さ
を�

感
じ
て
み
ま
せ
ん
か
？�

火
災
で
亡
く
な
っ
た
方
の
８
割
は
「
住
宅
火
災
」
か
ら
発
生
し
て
い
ま
す
。�

亡
く
な
っ
た
方
の
原
因
の
４
割
は
「
火
災
に
気
づ
く
の
が
遅
れ
た
」
た
め
で
す
。�

犠
牲
者
の
５
割
以
上
は
、
高
齢
者
で
す
。
　
※
火
災
に
よ
る
死
者
等
は
全
国
値
で
す
。�■問い合わせ先…対馬市消防本部　℡0920－52－0119�

　　　　　　　　E-mail:syoubou-tushima@city-tushima.jp

開　催　日� 集　合　場　所� 内　　　容　（　予　定　）�

※時間は後日連絡いたしますので、参加希望の方は、１週間前までに下記連絡先までご連絡ください。�

■連絡先…長崎県しいたけ振興対策協議会�
　　　　　〒817－1101　対馬市美津島町小船越379　対馬農業協同組合経済センター内　担当：一宮�
　　　　　℡0920－55－0100　℻0920－55－0101

平成18年１月12日（木）�

平成18年３月22日（水）�

対馬市仁田出張所（上県町）�

対馬市仁田出張所（上県町）�

座学・現地�

座学・現地�

原木の玉切り、運搬、植菌までを体験・研修�

収穫、乾燥、選別、出荷までの流れを体験・研修�

　
モ
デ
ル
ハ
ウ
ス
の
展
示
会
を
次
の
日
程
で
行

い
ま
す
。�

　
ま
た
、
ご
成
約
の
方
に
は
抽
選
で
柱
等
の
対

馬
材
（
40
万
円
相
当
）
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。�

�

■
開
催
曰
　
平
成
18
年
１
月
21
曰（
土
）�

　
　
　
　
　
10
時
〜
16
時�

　
※
毎
週
土
曜
日
13
時
〜
16
時
も
解
放
し
て
お

　
　
り
ま
す
。�

■
場
　
所
　
美
津
島
町
大
船
越�

　
　（
国
道
３
８
２
号
沿
ヤ
ン
マ
ー
対
馬
営
業
所
裏
）�

 

　
　
※
緑
の
ノ
ボ
リ
が
目
印�

■
問
合
わ
せ
先�

　
対
馬
森
林
組
合
内�

　
「
つ
し
ま
の
木
で
家
を
造
る
会
」
事
務
局�

　
℡
Ｏ
９
２
０
‐
５
２
‐
２
６
７
７�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
担
当
　
双
須
）�

○平成17年12月30日（金）　通常営業�
　（営業時間　13時～21時）�
○平成17年12月31日（土）　臨時営業�
　（営業時間　12時～17時）�
○平成18年１月１日（日）　休 館 日�
○平成18年１月２日（月）　臨時営業�
　（営業時間　10時～16時)�
○平成18年１月３日（火）　通常営業�
　（営業時間　13時～21時)�
　　　　　　お間違えないようお願いします。�
　　　　　　　　　　峰温泉  ほたるの湯�
�

１寝室�
就寝に使用する部屋の天井又は�
壁面に設置します。�

２階段�
就寝に使用する部屋がある階の階段
の踊り場の天井又は壁面に設置しま
す。（ただし、避難階（1階など容易に
避難できる階）の階段は除く）�

３台所�
台所にも努めて設置して�
下さい。�
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１月10曰は「110番の日」です。�
①110番は緊急の事件・事故を受ける�
　電話です。�
　　免許証の更新、落とし物の届出等�
　緊急でない用件は、「＃9110」又は�
　各警察署にお問い合わせください。�
②110番のかけ方�
　　家庭の電話、携帯電話など全て、�
　市外局番なしで「110」をダイヤル�
　してください。�
③110番はどこにつながるの？�
　　110番は、地元の警察署へ直接つ�
　ながるものではありません。全て長�
　崎市の長崎県警察本部通信指令室に�
　つながります。ですから、110番さ�
　れる時は、落ち着いて　�
　　①「事件」か「事故」か�
　　②発生場所は、「長崎県」の「○○市」�
　　　 「○○町｣、目印となる目標物�
　　③犯人は、どんな格好で、どんな�
　　　手段で（車で？走って？）どち�
　　　らの方向に逃げた�
　④怪我等、被害の有無�
　⑤あなたの氏名、電話番号等を伝え�
　　てください。�
●対馬南警察署 ℡0920－52－0110�
●対馬北警察署 ℡0920－84－2110�
�

　（社）長崎県労働基準協会では労働基準法、労働安全衛生法等関係�
法令の周知指導及び法で定められている各種技能講習会、特別教育、�
国家試験のための受験準備講習会などを実施しております。�
※入会していただきますと……�
　＊協会報を年６回発行し、労務管理に重要な情報を提供します。�
　＊法令で義務付けられている技能講習・安全衛生特別教育等の�
　　開催案内を通知。受験準備講習会・安全衛生特別教育・各種労�
　　務管理セミナー等ついて会員事業場からの受講者については未�
　　加入事業場より安い講習料で受講ができます。�
《お問合い合わせ・申込先》（社）長崎県労働基準協会対馬支部�
　〒817－0012 対馬市厳原町日吉301厳原印刷所２階�
　℡・℻0920－52－1417

　広報つしま「11月号」で周知［離職者相談窓口を設置しまし�
た・・・ページ25］しましたが、大幅な日程の変更がありまし�
たので改めて相談日と相談場所のご案内をいたします。�

　若者の求職活動を支援するための相談窓口『再就職支援セン�
ター対馬』を11月10日（木）より厳原地区公民館（３Ｆ）に開設�
しております。年齢を問わず就職に関するご相談を受けますの�
で是非お気軽にご利用ください。�
※ご相談時間および相談日�
　（原則として年末年始及び祝祭日を除く）12時～13時は休憩�
●平成17年12月22日まで�
　木曜日：午前９時～午後５時まで�
　金曜日：午前９時～午後５時まで�
　相談場所：厳原地区公民館（３階）対馬市厳原町今屋敷661-1�
●平成18年１月５日から平成18年３月31日まで�
　木曜日：午後１時～午後５時まで�
　（午前９時から12時までハローワーク対馬が相談場所）�
　金曜日：午前９時～午後２時30分まで�
　相談場所：厳原地区公民館（３階）対馬市厳原町今屋敷661-1�
　　　　　：ハローワーク（１階）対馬市厳原町中村６４２－２�
　　※相談は予約のある方を優先いたしますので、あらかじめ�
　　　予約をお願いします。�
　　※なお、予約は先着順となっております。�
相談予約の電話番号　0120－05－1896�
　（月～金の午前9時～午後5時まで)�
　予約可能な相談開始時間�
　　木曜：13：00～、14：30～、16：00～�
　　金曜：９：00～、10：30～、13：00～�

�

　
認
知
症
高
齢
者
の
暮
ら
し
や
介
護

な
ど
に
つ
い
て
、
ご
家
族
の
方
へ
相

談
会
を
開
催
し
ま
す
。�

●
平
成
18
年
１
月
18
日（
水
）�

■
場
　
所
　
上
対
馬
町
比
田
勝�

　
　
　
　
　
上
対
馬
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー�

■
時
　
間
　
13
時
〜
16
時�

　
　
　
　
　（
受
付 

12
時
45
分
〜
）�

■
内
　
容
　
①
座
談
会
　
②
講
話�

■
対
　
象�

　
　
認
知
症
高
齢
者
を
抱
え
る
家
族

　
（
現
在
、
在
宅
介
護
し
て
い
な
い

　
方
も
可
）、認
知
症
に
つ
い
て
興
味

　
が
あ
る
方
、
一
般
住
民�

●
平
成
18
年
１
月
19
日（
木
）�

■
場
　
所
　
美
津
島
町

知�

　
　
　
　
　
美
津
島
文
化
会
館�

■
時
　
間
　
10
時
〜
12
時�

　
　
　
　
　（
受
付
９
時
45
分
〜
）�

■
内
　
容
　
①
介
護
体
験
談�

　
　
　
　
　
②
座
談
会�

■
対
　
象�

　
　
認
知
症
高
齢
者
を
抱
え
る
家
族

　
（
現
在
、
在
宅
介
護
し
て
い
な
い

　
方
も
可
）、認
知
症
に
つ
い
て
興
味

　
が
あ
る
方�

参
加
の
お
申
し
込
み
、
ご
不
明
な
点

は
、
保
健
所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。�

■
連
絡
先�

　
対
馬
保
健
所
　
地
域
保
健
課�

　
担
当
　
下
窄
（
し
も
さ
こ
）�

℡
０
９
２
０
‐
５
２
‐
０
１
６
６�

℻
０
９
２
０
‐
５
２
‐
７
４
０
３�

　
　
　
　
認
知
症
高
齢
者

認
知
症
高
齢
者 

地
域
相
談
会

地
域
相
談
会�

　
　
　
　
認
知
症
高
齢
者

認
知
症
高
齢
者 

地
域
相
談
会

地
域
相
談
会�

　
　
認
知
症
高
齢
者 

地
域
相
談
会�

　
　
　
　「
特
定
化
学
物
質
等
作
業
主
任
者

「
特
定
化
学
物
質
等
作
業
主
任
者�

　
　
技
能
講
習
」

　
　
技
能
講
習
」開
催
の
ご
案
内

開
催
の
ご
案
内�

　
　
　
　「
特
定
化
学
物
質
等
作
業
主
任
者

「
特
定
化
学
物
質
等
作
業
主
任
者�

　
　
技
能
講
習
」

　
　
技
能
講
習
」開
催
の
ご
案
内

開
催
の
ご
案
内�

　
　「
特
定
化
学
物
質
等
作
業
主
任
者�

　
　
技
能
講
習
」開
催
の
ご
案
内�

　・・・・・・・・・・�
・・・・・・・・・・・・　　　　�

　
労
働
安
全
衛
生
法
に
よ
り
、
「
石
綿
（
ア

ス
ベ
ス
ト
）
建
材
を
使
っ
た
建
築
物
の
解
体
。

改
修
工
事
の
業
務
」
に
つ
い
て
は
「
特
定
化

学
物
質
等
作
業
主
任
者
技
能
講
習
修
了
者

（
修
了
証
所
持
者
）
」
の
う
ち
か
ら
、
作
業

主
任
者
を
選
任
し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
�

　
つ
き
ま
し
て
は
、
当
協
会
で
標
記
講
習
会

を
下
記
の
要
領
で
開
催
い
た
し
ま
す
。
�

・
講
習
日
時
　
平
成
18
年
1
月
24
日
（
火
）

　
　
　
　
　
　
　
午
前
9
時
〜
午
後
5
時
�

　
　
　
　
　
　
　
1
月
25
日
（
水
）
�

　
　
　
　
　
　
　
午
前
9
時
〜
午
後
4
時
半
�

・
講
習
場
所
　
美
津
島
町
文
化
会
館
�

 
 
 
　
美
津
島
町
　
知
甲
1
2
8
7
‐
1
�

　
　
　
　
℡
O
9
2
0
‐
5
4
‐
4
0
4
4
�

・
申
込
期
間
　
　
平
成
18
年
1
月
12
日（
木
）

　
　
　
　
　
　
　
　
〜
1
月
17
日（
火
）
�

※
受
講
申
込
書
の
提
出
先
及
び
問
い
合
わ
せ
先
�

（
社
）
長
崎
県
労
働
基
準
協
会
対
馬
支
部�

〒
8
1
7
‐
0
0
1
2

対
馬
市
厳
原
町
日
吉
３
０
１�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
厳
原
印
刷
所
2
階�

　
　
℡
・
℻
０
９
２
０
‐
５
２
‐
１
４
１
７�
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（
住
所
）　（
氏
　
　
名
）（
年
齢
）

小
　
浦
　
小
島
　
親
助
　
80
歳

田
　
渕
　
田
村
戸
枝
子
　
88
歳

南
　
室
　
原
田
　
信
行
　
70
歳

久
　
和
　
平
間
八
右
衛
門
　
74
歳

日
　
吉
　
森
田
ト
ク
エ
　
88
歳

宮
　
谷
　
小
川
　
竹
代
　
71
歳

阿
　
連
　
播
磨
　
辰
雄
　
76
歳

鴨
居
瀬
長
手

　
阿
比
留
爲
助
　
74
歳

根
　
緒
　
濱

　
　
仙
　
89
歳

昼
ヶ
浦
　
栗
屋
　
政
雄
　
83
歳

犬
　
吠
　
犬
束
　
キ
ク
　
90
歳

樽
ヶ
浜
　
永
瀬
吉
太
郎
　
83
歳

上
の
町
　
早
田
チ
ツ
コ
　
90
歳

大
船
越
　
山
田
ハ
ツ
子
　
91
際

焼
　
松
　
土
井
　
一
雄
　
84
歳

新
鴨
居
瀬
　
阿
比
留
リ
ン
子
　
63
歳

小
船
越
　
中
村
　
晴
一
　
81
歳

佐
　
保
　
村
井
　
　
忍
　
87
歳

嵯
　
峨
　
平
江
　
タ
ネ
　
94
歳

小
　
綱
　
野
村
　
末
一
　
79
歳

仁
　
位
　
中
庭
　
キ
ク
　
90
歳

　
田
　
　
根
津
　
範
子
　
72
歳

　
田
　
　
根
津
　
敏
夫
　
76
歳

嵯
　
峨
　
山
田
　
セ
イ
　
83
歳

唐
　
洲
　
松
原
　
カ
メ
　
89
歳

佐
　
賀
　
早
田
　
社
喜
　
59
歳

志
多
賀
　

本
八
千
代
　
58
歳

青
　
海
　
平
山
　
浦
雄
　
89
歳

（
住
所
）　（
氏
　
　
名
）（
年
齢
）

佐
　
賀
　
双
須
　
陽
子
　
58
歳

伊
　
奈
　
狩
野
太
七
郎
　
77
歳

犬
ケ
浦
　
白
石
　
繁
昌
　
82
歳

佐
須
奈
　
小
茂
田
キ
ヨ
　
96
歳

玖
　
須
　
武
末
　
　
春
　
87
歳

舟
　
志
　
畑
島
　
重
利
　
74
歳

西
　
泊
　
修
行
フ
ジ
エ
　
89
歳

※
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、届
出
の
際

戸
籍
窓
口
で
承
諾
の
あ
っ
た
方

の
み
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

（
敬
称
略
）�

ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す�
お
く
や
み
の
コ
ー
ナ
ー�

（
10
月
21
日
〜
11
月
20
日
受
付
分
）�診療時間　９：00～16：00（急患のみ）�

日　程� 診　療　所　名� 医 師 名�

交通事故情報� 平成17年11月30日現在�

区　　分� 対馬南署管内�

本　年�

昨年比�

本　年�

昨年比�

本　年�

昨年比�

発生件数�

死 者 数�

負傷者数�

対馬北署管内�対馬市全体�

飲酒運転　絶対「しない」「させない」年末年始!!

��

　
長
崎
県
立
盲
学
校
幼
稚
部
・�

　
　
高
等
部（
普
通
科
、
専
攻
科
）�

■
願
書
受
付
期
間�

幼
稚
部
　
　
18
年
２
月
６
日（
月
）�

　
　
　
　
　
　
〜
３
月
３
日（
金
）�

高
等
部�

●
第
１
次
　
18
年
２
月
８
日（
水
）�

　
　
　
　
　
　
〜
２
月
14
日（
火
）�

●
第
２
次
　
18
年
３
月
16
日（
木
）�

　
　
　
　
　
　
〜
３
月
22
日（
水
）�

　
幼
児
や
児
童
生
徒
の
教
育
相
談

も
随
時
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　（
士
曜
、
日
曜
は
除
く
）�

長
崎
県
立
盲
学
校�

〒
８
５
１
‐
２
１
０
１�

西
彼
杵
郡
時
津
町
西
時
津
郷
８
７
３�

℡
０
９
５
‐
８
８
２
‐
０
０
２
０�

℻
０
９
５
‐
８
８
２
‐
０
０
２
１�

��
　
平
成
18
年
度
生
徒
募
集�

―
国
立
口
之
津
海
上
技
術
学
校
―�

■
受
験
資
格�

　
中
学
校
卒
業
以
上
（
平
成
18
年

　
３
月
卒
業
予
定
者
含
む
）�

■
募
集
定
員
　
本
科
30
名�

【
推
薦
入
学
】�

　
試
験
日
　
18
年
１
月
23
日（
月
）�

　
受
　
付
　
18
年
１
月
６
日（
金
）�

　
　
　
　
　
　
〜
１
月
19
日（
木
）�

　
試
験
内
容�

　
　
作
文
、
基
礎
数
学
学
力
検
査
、

　
　
面
接
及
び
身
体
検
査�

【
一
般
入
学
】�

　
試
験
日
　
18
年
２
月
12
日（
日
）�

　
受
　
付
　
18
年
１
月
６
日（
金
）

　
　
〜
２
月
７
日（
火
）�

　
試
験
内
容�

　
　
国
語
、
数
学
、
英
語
、
面
接

　
　
及
び
身
体
検
査�

■
願
書
提
出
・
問
合
せ
先�

　
国
立
口
之
津
海
上
技
術
学
校
教
務
課�

　
〒
８
５
９
‐
２
５
０
３
　
長
崎
県

　
南
高
来
郡
口
之
津
町
丁
５
７
８
２�

　
℡
０
９
５
７
‐
８
６
‐
２
１
５
１�

��

　
長
崎
県
か
ら
サ
ッ
カ
ー
の
Ｊ
リ

ー
グ
を
目
指
す
「
Ｖ（
ヴ
ィ
）・
フ

ァ
ー
レ
ン
長
崎
」
の
後
援
会
会
員

を
募
集
し
て
い
ま
す
。�

■
年

会

費�

　
個
人
会
員
　
１
口
５
千
円�

　
法
人
会
員
　
１
口
３
万
円�

■
会
員
特
典�

　
◎
会
報
誌
（
氏
名
掲
載
）�

　
◎
入
場
券
、
グ
ッ
ズ
の
会
員
割

　
　
引
他�

　
◎
18
口
以
上
加
入
（
法
人
は
３

　
　
口
以
上
）
の
方
は
、
公
告
や

　
　
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
に
「
○

　
　
○
は
Ｖ
・
フ
ァ
ー
レ
ン
長
崎

　
　
を
応
援
し
て
い
ま
す
」
な
ど

　
　
の
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
使
用

　
　
で
き
ま
す
。�

■
問
合
せ
先�

　
Ｖ
・
フ
ァ
ー
レ
ン
長
崎�

　
後
援
会
事
務
局�

　
℡
・
℻
０
９
５
７
‐
７
８
‐
３
５
６
７�

�

平
成
18
年
度
第
１
学
期
学
生
募
集�

■
募
集
学
生
　
教
養
学
部
及
び
大
学
院�

■
願
書
受
付�

　
平
成
17
年
12
月
15
日（
木
）か
ら

　
平
成
18
年
２
月
28
日（
火
）�

■
放
送
大
学
の
特
徴�

　
自
宅
で
学
習
が
で
き
大
学
卒
業

　
の
資
格
が
取
得
で
き
ま
す
。�

■
授
業
の
視
聴
方
法�

　
Ｃ
Ｓ
デ
ジ
タ
ル
放
送
、
Ｃ
Ａ
Ｔ

　
Ｖ（
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
）、
各
地

　
の
学
習
セ
ン
タ
ー�

■
お
問
い
合
わ
せ
・
資
料
請
求（
無
料
）は�

　
放
送
大
学
長
崎
学
習
セ
ン
タ
ー�

　 

〒
８
５
２
‐
８
５
２
１
　�

　
長
崎
市
文
教
町
１
番
14
号�

　
長
崎
大
学
総
合
教
育
研
究
棟
３
階�

　
℡
０
９
５
‐
８
１
３
‐
１
３
１
７�
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● 日曜・休日救急医療在宅当番医●�

１月 １日�
 ２日�
 ３日�
 ８日�
 ９日�
 15日�
 22日�
 29日�

三 根 診 療 所 �
畑 島 医 院 �
佐 賀 診 療 所 �
吉 田 内 科 医 院 �
かも整形外科医院�
東 島 医 院 �
す と う 内 科 医 院 �
山 上 医 院 �

（三根）�
（ 知）�
（佐賀）�
（厳原）�
（厳原）�
（厳原）�
（厳原）�
（仁位）�

塩 見 秀 明 �
畑 島 　 陽 �
武 林 幸 子 �
吉 田 茂 幸 �
賀 茂 和 典 �
東 島 英 孝 �
主 藤 久 次 �
山 上 　 　 睦 �

　
　
放
送
大
学

　
　
放
送
大
学�

　
　
放
送
大
学

　
　
放
送
大
学�

　
　
放
送
大
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児
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・�

　
　
生
徒
募
集�

　
　
目
指
そ
う
海
の

　
　
目
指
そ
う
海
の�

　
　
　
　
エ
キ
ス
パ
ー
ト

　
　
　
　
エ
キ
ス
パ
ー
ト�
　
　
目
指
そ
う
海
の

　
　
目
指
そ
う
海
の�

　
　
　
　
エ
キ
ス
パ
ー
ト
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長崎県離島医療圏組合�

電 話　0920‐52‐1910

長崎県離島医療圏組合�

電 話　0920‐54‐2024

診 療 科 目 � 診　　療　　日� 受付時間� 診療時間�

第２（火）�

�

第1・2・3（水）�

�

毎週（水）午後�

�

第２（金）�

�

第２（金）�

�

第１・３（水）�

�

�

毎週（水）�

�

第３（月）�

�

毎週（金）午後�

10�

�

４・11・18�

�

４・11・18・25�

�

13�

�

13�

�

４・18�

�

�

４・11・18・25�

�

16�

�

６・13・20・27

8:30̃15:00�

�

8：30̃12：00�

�

8:30̃15:00�

�

8:30̃11:00�

�

8:30̃15:00�

�

8:30̃15:00�

�

�

8:30̃11:00�

�

8:30̃15:00�

�

8:30̃11:00

13:00̃17:00まで�

�

9:00̃17:00まで�

�

13:00̃17:00まで�

�

9:00̃17:00まで�

  �

13:00̃17:00まで�

�

13:00̃17:00まで�

�

�

9:00̃12:00まで�

�

14:00̃17:00まで�

�

9:00̃17:00まで�

☆…予約制となります。�
�
★…内科医の紹介により診療予約
　　となります。�
�
◎特別診療のうち、長崎大学、国
　立病院長崎医療センター応援に
　つきましては、空路欠航等によ
　り診療を中止する事があります
　ので、事前に確認下さいますよ
　うお願いします。�

皮膚科…毎週月曜日から金曜日診療�
　　　　ただし、１/11（水）休診�
�
眼　科…毎週月曜日から金曜日診療�
　　　　ただし１/19（木）、１/20（金）休診�
�
内科、外科、小児科、整形外科�
　　　…月曜日から金曜日まで毎日診療�
�
※１☆印の診療科（内科）よりの予約患者様
　　のみの診療を行っております。�
　２空路欠航の場合は他の医師が代診致し
　　ます。�
　３予防接種について、薬の常備がない場
　　合もありますので、電話等でお問い合
　　わせください。�
　４透析診療については、月曜日～土曜日
　　まで午前中に診療しますので、お問い
　　合わせください。�
　５予約制で事業所健診・社会保険生活習
　　慣病予防検診も行っています。�

毎週（火）�

毎週（水）�

第１（金）�

第３（金）�

第２（木）�

第４（木）�

第３（月）�

�

毎週（木）�

�

第2・第4（火）�

�

第２（火）�

予約にて受付けています。�

10・17・24・31�

４・11・18・25

６・20�

�

12・26�

�

16�

�

５・12・19・26�

�

10・24�

�

10

8：30～11：00

予約のみ�

�

予約のみ�

�

13：30～�

�

9：00～�

�

8：30～11：00

13：00～（紹介状制）�

14：00～（紹介状制）�

8：30～11：00�

8：30～10：00

☆�

�

☆�

予 防 接 種 �

�

補 聴 器 外 来 �

�

内 視 鏡 �

耳 鼻 咽 喉 科 �

�

泌 尿 器 科 �

�

神 経 内 科 �

�

循 環 器 科 �

�

言語療法・摂食嚥下訓練�

（福 岡 大 学 病 院）�

�

（長 崎 大 学 病 院）�

�

（対馬いづはら病院）�

�

（長崎医療センター）�

�

（対馬いづはら病院）�

診 療 科 目 � 診　　療　　日� 受　付　時　間�

毎年の「健康テレホンサービス」放送原稿を収載した、�
小冊子『健康一口メモ』を販売中です。�
�●第９～10集：１冊300円　　●第12～18集：１冊400円�

お知らせ�

悪性リンパ腫�

あごの変形�

子どもの下痢のときの食事�

強皮症�

成人の矯正歯科治療について�

見つけにくい婦人科のがん�

おならが多い�

月�

火�

水�

木�

金�

土・日�

【長　崎】（０９５）８２６‐５５１１�
【佐世保】（０９５６）２３‐４３００�
＊祝祭日は前日のテープが流れます。�
＊朝９時から翌朝９時までの24時間、同じ内容のテープが３分間�
　流れます。�
＊曜日毎にテーマが決められ（日替りメニュー）、月毎にかわります。�
＊内容は専門の医師・歯科医師がつくります。�

長崎県保険医協会
〒850‐0056　長崎市恵美須町2‐3‐2F�
TEL 095‐825‐3829／FAX 095‐825‐3893�
URL http://www.vidro.gr.jp  Eメール nagasaki-hok@doc-net.or.jp

健康テレホンサービス�健康テレホンサービス�
24時間電話で健康をお届けします�

☆�
�
☆�
�
☆�
�
�
�
�
�
�
★�

血 液 内 科 �
�
神 経 内 科 �
�
循 環 器 科 �
�
リ ウ マ チ 科 �
�
脳 神 経 外 科 �
�
皮 膚 科 �
�
�
糖 尿 病 外 来 �
�
不 妊 症 外 来 �
�
�

（長崎医療センター）�

�

（森　　　正　孝）�

�

（守　崎　勝　悟）�

�

（長崎医療センター）�

�

（長崎医療センター）�

�

（中 対 馬 病 院）�

（長崎医療センター）�

�

（川　上　眞寿弘）�

�

（松　口　一　道）�

�

（久保田　　　元）�

  9:00̃15:00まで�第４（水）� 25 8:30̃11:00

１
月
テ
レ
ホ
ン
テ
ー
マ�

年末年始特別テーマ�
（2005.12.28～2006.1.4）�

　上対馬病院の特診案内について�
　当院の特診案内について、受診者の皆様から「広報つしま」への掲載の要望を頂戴しておりますが、広報掲載に
必要な原稿提出期限が、当院特診案内の担当医確定前であるため、掲載内容と実際の日程が変更になり、受診され
る皆様にたいへんご不便とご迷惑をおかけいたしました。�
　このため、当院の特診案内につきましては、今後も当院の広報誌「なんじゃもんじゃ地域版」への掲載のみとさ
せていただきます。ご理解とご協力賜わりますようお願い申し上げます。　　　　　　　　　　　　上対馬病院�

放射線科（緩和医療科）�
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　10月29日に、旧対馬藩主「宗家」の菩

提寺「万松院」で、恒例の「万松院まつ

り」が行われました。

　夕刻には、参道や境内、藩主らの墓ま

で続く石段の灯籠にロウソクが灯され、

訪れた人々はその様子を写真撮影したり、

ちょうちんを持って散策するなど幽玄の

世界を楽しんでいました。

　豊玉中３年生の本堀亮太く
んが、10月28日からの３日間、
横浜市の日産スタジアムで開
催された第36回ジュニアオリ
ンピック陸上競技大会男子800
メートルで見事優勝しました。
　大会では予選、準決勝と順
調に勝ち進み、決勝では堂々のレース展開で他を寄せ付
けず、１分57秒00のタイムで自己記録（県記録）を更新
する快走でした。
　日本一おめでとうございます。

　
小
茂
田
浜
神
社
の
境
内
に
あ
る
リ
ュ

ウ
ゼ
ツ
ラ
ン
が
、
実
に
30
年
ぶ
り
に
薄

黄
緑
色
の
花
を
咲
か
せ
ま
し
た
。

　
リ
ュ
ウ
ゼ
ツ
ラ
ン
と
は
、
葉
の
形
を

竜
の
舌
に
見
立
て
た
名
前
で
、
一
世
紀

に
一
度
だ
け
花
が
咲
い
て
枯
れ
て
し
ま

う
こ
と
か
ら
英
語
で
は
セ
ン
チ
ュ
リ
ー

・
プ
ラ
ン
ト
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
日

本
で
は
30
年
か
ら
60
年
で
開
花
す
る
そ

う
で
す
。

　
11
月
12
日
の
小
茂
田
浜
神
社
大
祭
時

に
は
、
神
社
に
訪
れ
た
多
く
の
参
拝
者

が
、
そ
の
巨
大
で
神
秘
的
な
姿
を
興
味

深
そ
う
に
見
つ
め
て
い
ま
し
た
。

本 堀 亮 太くん

　11月13日、「2005上対馬もみじまつり」が同

実行委員会主催により、舟志もみじ街道をメイン

会場に行われました。

　特設ステージでは、上対馬高校ブラスバンド演

奏や舞踊、ゲーム大会、プロ歌手による歌謡ショ

ーが行われ会場を盛り上げました。

　また、メイン会場ではたくさんの出店も軒を並

べ、特産品販売は大盛況でした。会場には約

1,200人の行楽客が訪れ、深まりゆく秋の景色と

祭を楽しんでいました。

もと　　　ほり

30
年
ぶ
り
に
咲
き
ま
し
た
。
小
茂
田
浜
神
社
の
リ
ュ
ウ
ゼ
ツ
ラ
ン


